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 801年|ｲﾀﾘｱ|  |||ｱﾝﾃｨﾓがﾅｰﾎﾟﾘ公に
 801年1月18日|中国|  ||唐･貞元17年|磨些蛮千余戸が韋皋に降伏
 801年3月18日|日本|  ||延暦20年2月|坂上田村麻呂が蝦夷征討を開始
 801年3月30日|中国|  ||唐･貞元17年2月13日:乙巳|韋?が吐蕃と鹿危山で戦い､これを破った
 801年6月15日|中国|  ||唐･貞元17年5月1日:壬戌|朔､日食があった
 801年7月19日|中国|  ||唐･貞元17年6月5日:丙申|寧州軍が乱を起こし､その刺史の劉南金を殺した
 801年7月25日|日本|  ||延暦20年6月12日|隼人番上の制を廃止
 801年8月30日|中国|  ||唐･貞元17年7月18日:戊寅|吐蕃が塩州を寇した
 801年9月10日|中国|  ||唐･貞元17年7月29日:己丑|吐蕃が麟州を陥落させ､刺史の郭鋒がここに死んだ
 801年10月26日|中国|  ||唐･貞元17年9月16日:乙亥|韋?が吐蕃を雅州で破り､木波城を落とした
 801年11月10日|韓国/朝鮮|  ||新羅･哀荘王3年8月|新羅が耽羅国(済州島)からの朝貢を受けた
 801年12月7日|日本|  ||延暦20年10月28日|坂上田村麻呂が征夷大将軍を返位
 801年12月28日|ﾌﾗﾝｽ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｶｰﾙ大帝がｲｽﾗﾑ軍を破ってﾊﾞﾙｾﾛﾅを征服
 802年|ﾄﾙｺ|  |||東ﾛｰﾏ帝国皇帝ﾆｹﾌｫﾛｽ1世(-811年)
 802年|ﾄﾞｲﾂ|  |||ｳﾞｫﾙﾑｽ帝国議会でｻﾞｸｾﾝ法が発布
 802年|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ|  |||ｼﾞｬﾔﾊﾞﾙﾏﾝ2世が即位し､真臘を統一してｱﾝｺｰﾙ朝を開く
 802年|ﾅｲｼﾞｪﾘｱ|  |||ﾅｲｼﾞｪﾘｱ南東部で鉄の加工が開始される
 802年2月14日|日本|  ||延暦21年1月9日|坂上田村麻呂が胆沢城を築き､鎮守府を移管
 802年5月19日|日本|  ||延暦21年4月15日|胆沢の夷首大墓公阿弖流為､降服
 802年6月22日|日本|  ||延暦21年5月19日|富士山の噴火で道が塞がれ､足柄路を廃して筥荷路を開く
 802年9月1日|韓国/朝鮮|  ||新羅･哀荘王3年8月|新羅､海印寺を創建
 802年9月13日|日本|  ||延暦21年8月13日|阿弖流為と副首領の母礼が河内の杜山で斬刑に処せられる
 802年12月29日|中国|  ||唐･貞元18年12月|環王が驩･愛の二州を陷した
 803年|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｲﾍﾞﾘｱ半島のｻﾗｺﾞｻでｱﾗｺﾞﾝ伯領が創始
 803年|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ帝国ｸﾙﾑ(-814年)
 803年|ﾀｲ|  |||ﾒﾅﾑ川下流のﾓﾝ族のﾄﾞｳﾞｧｰﾗﾊﾞﾃｨ王国が滅亡
 803年1月|ｲﾗｸ|  |||ｱｯﾊﾞｰｽ朝の第5代ｶﾘﾌのﾊｰﾙｰﾝがﾊﾞﾙﾏｸ家を弾圧
 803年3月14日|中国|  ||唐･貞元19年2月18日:己亥|安南の将の王季元がその経略使の裴泰を追放したので､兵馬
   使の趙均がこれを破った
 803年4月1日|日本|  ||延暦22年3月6日|坂上田村麻呂に斯波城を築城させる
 803年5月24日|中国|  ||唐･貞元19年5月|吐蕃､ﾑﾙｸﾂｪﾝﾎﾟ､暗殺される/ｾﾅﾚｸﾞ､正式に即位して､ﾃｨﾃﾞｿﾝﾂｪﾝとなる
 803年5月31日|日本|  ||延暦22年5月8日|足柄路を復旧し筥荷路を廃す
 803年7月22日|日本/韓国/朝鮮|  ||新羅･哀荘王4年;延暦22年7月|日本と国交を開き通好
 803年11月20日|中国|  ||唐･貞元19年閏10月3日:庚戌|塩州の将の李庭俊がそむき､処刑された
 804年|ｲﾀﾘｱ|  |||ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国元首ｵﾍﾞﾚﾘｵ･ｱﾝﾃﾉﾚｵ(-811年)
 804年|ﾌﾗﾝｽ/ﾄﾞｲﾂ|  |||ｶｰﾙ大帝がｻﾞｸｾﾝへ最後の遠征､ｻﾞｸｾﾝがﾌﾗﾝｸに完全服属
 804年2月15日|日本|  ||延暦23年|秋田城を廃して郡とする
 804年3月13日|日本|  ||延暦23年1月28日|坂上田村麻呂が征夷大将軍に再任
 804年5月11日|日本|  ||延暦23年3月28日|最澄と空海が遣唐使として入唐
 804年8月9日|日本|  ||延暦23年7月|第16次遣唐使派遣/藤原葛野麿､石川道益/往路､第三､四船遭難
 804年10月24日|日本/韓国/朝鮮|  ||延暦23年;新羅･哀荘王5年9月18日:己丑|大伴宿禰岑万里を新羅に派遣
 805年|ｸﾛｱﾁｱ/ﾌﾗﾝｽ/ｽﾛﾍﾞﾆｱ|  |||ｶｰﾙ大帝がｽﾗﾌﾞ人に対する東方辺境地帯(ﾘﾒｽｿﾙﾋﾞｸｽ)を設置
 805年2月3日|日本|  ||延暦24年|この年最澄天台宗を開く
 805年2月3日|日本|  ||延暦24年1月|未刻､大星隕
 805年2月25日|中国|  ||唐･貞元21年1月23日:癸巳|唐､徳宗が会寧殿で崩御(64)
 805年2月28日|中国|  ||唐･貞元21年1月26日:丙申|唐､順宗が太極殿で即位
 805年7月30日|日本|  ||延暦24年7月1日|遣唐大使藤原葛野麻呂帰国
 805年8月12日|日本|  ||延暦24年7月14日|最澄が唐から帰国
 805年8月28日|韓国/朝鮮|  ||新羅･哀荘王6年8月|律令の施行細則である公式二十余条を頒布
 805年8月31日|中国|  ||唐･永貞1年8月4日:庚子|唐･順宗が退位,長男の皇太子･李純(憲宗)に譲位
 805年9月1日|中国|  ||唐･永貞1年8月5日:辛丑|唐･憲宗が永貞(-12月)と改元
 805年11月13日|日本|  ||延暦24年10月19日:甲寅|坂上田村麻呂,京都清水寺を建立
 805年11月28日|中国|  ||唐･永貞1年11月4日:己巳|夏綏銀節度留後の楊恵琳がそむいた
 806年|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||ｱｯﾊﾞｰｽ朝がﾋﾞｻﾞﾝﾃｨﾝに遠征､ﾍﾗｸﾚｱとﾃｨｱﾅを占領
 806年|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ｲﾗｸ|  |||ｻﾏﾙｶﾝﾄﾞでﾗｰﾌｨｰがｱｯﾊﾞｰｽ朝に対して反乱
 806年|ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ﾉﾙｳｪｰ|  |||ﾉﾙﾏﾝ人がﾉｰｱと呼ぶ海賊船の建造に成功し､活動を活発化
 806年1月24日|中国|  ||唐･元和1年|白居易(白楽天)が｢長恨歌｣を作る
 806年1月24日|日本|  ||延暦25年|弘法大師空海､千光寺創建(広島県尾道市)<真言宗系単立>
 806年1月24日|日本|  ||延暦25年|弘法大師空海､唐より帰朝し､博多に東長寺(福岡県)を開く
 806年1月24日|日本|  ||延暦25年|大鳥神社創建(東京都目黒区)
 806年1月25日|中国|  ||唐･元和1年1月2日:丁卯|唐･憲宗が元和(-820年12月)と改元
 806年2月11日|中国|  ||唐･元和1年1月19日:甲申|劉闢が梓州を陥落させ､李康を捕らえた
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 806年2月11日|中国|  ||唐･元和1年1月19日:甲申|太上皇が群咸寧殿で崩じた(46)
 806年2月18日|日本|  ||延暦25年1月26日|最澄がもたらした天台宗が公認される
 806年4月4日|中国|  ||唐･元和1年3月12日:丙子|高崇文が梓州を落とした
 806年4月9日|日本|  ||延暦25年3月17日|第50代桓武天皇､死去/70歳(誕生:天平9(737))安殿親王践祚/5月18日5
   1代平城天皇として即位
 806年6月4日|日本|  ||延暦25年5月14日|六道観察使を置く
 806年6月15日|日本|  ||大同1年5月18日|延暦から大同に改元
 806年6月24日|中国|  ||唐･元和1年6月5日:丁酉|高崇文が劉闢と鹿頭柵で戦い､これを破った
 806年6月30日|中国|  ||唐･元和1年6月11日:癸卯|厳礪がまた石碑谷で劉闢を破った
 806年8月3日|日本|  ||大同1年閏6月16日|勘解由使廃止
 806年9月8日|中国|  ||唐･元和1年7月22日:癸丑|高崇文が劉闢と玄武で戦い､これを破った
 806年10月7日|日本|  ||大同1年8月22日|空海が唐から帰国し､唐より持ち帰った文物を朝廷に提出して真言宗
   を伝える
 806年10月23日|日本|  ||大同1年9月9日:戊戌|阿蘇神社神主･尾方権之助大神惟基が神託により阿蘇神社の祭神
   12柱のうち3柱の分霊を青井郷に祀り青井阿蘇神社創建(熊本県人吉市)
 806年10月31日|中国|  ||唐･元和1年9月16日:丙午|厳礪が劉闢と神泉で戦い､これを破った
 806年11月5日|中国|  ||唐･元和1年9月21日:辛亥|高崇文が成都で勝利
 807年2月12日|日本|  ||大同2年|生野銀山(兵庫県)開坑
 807年2月12日|日本|  ||大同2年|弘法大師,修禅寺(静岡県)創建<真言宗→曹洞宗>
 807年2月12日|日本|  ||大同2年|弘法大師が独鈷の湯(静岡県)発見【伊豆最古の温泉】
 807年2月12日|日本|  ||大同2年|善通寺(香川県)創建
 807年2月12日|日本|  ||大同2年|息栖神社創建(茨城県神栖市)<岐神･天鳥船神･住吉三神を祀る>
 807年3月25日|日本|  ||大同2年2月13日|『古語拾遺』成立
 807年3月27日|中国|  ||唐･元和2年2月15日:癸酉|ﾖｳ管経略使の路恕が黄洞蛮を破り､その首領の黄承慶を捕ら
  えた
 807年5月26日|日本|  ||大同2年4月16日|参議廃止/観察使を設置
 807年6月1日|日本|  ||大同2年4月22日|近衛府を左近衛府に､中衛府を右近衛府に改める
 807年9月20日|日本|  ||大同2年8月15日|十五条憲法を下す
 807年11月4日|中国|  ||唐･元和2年10月|鎮海軍節度使の李錡がそむき､留後の王澹を殺した
 807年11月18日|日本|  ||大同2年10月16日|内堅省をやめて大舎人寮に属させる
 807年11月21日|日本|  ||大同2年10月19日|国司交替の年限を6年に改める
 807年11月22日|中国|  ||唐･元和2年10月19日:癸酉|鎮海軍兵馬使の張子良が李錡を捕らえた
 807年11月30日|日本|  ||大同2年10月28日|藤原宗成が伊予親王に謀反を勧めたことが発覚(伊予親王は桓武天
   皇の皇子で平城天皇の弟)
 807年12月1日|日本|  ||大同2年10月29日|謀叛に関わりありとして伊予親王逮捕
 807年12月14日|日本|  ||大同2年11月12日|伊予親王と母･藤原吉子､大和国川原寺で自害
 807年12月15日|日本|  ||大同2年11月13日|藤原宗成ら､流罪
 808年1月31日|日本|  ||大同3年|日本で疫病が大流行し人口が半減状態となる
 808年1月31日|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||唐･元和3年|懐信可汗､崩御/ｱｲ=ﾃﾝｸﾞﾘﾃﾞ=ｸﾄ=ﾌﾞﾙﾐｼｭ=ｱﾙﾌﾟ=ﾋﾞﾙｹﾞ=ｶｶﾞﾝ(保義可汗)
  即位
 808年1月31日|中国|  ||南詔･元封15年|南詔､異牟尋死去し子の7代･尋閣勧が即位(-809)
 808年1月31日|日本|  ||大同3年|弘法大師,塩澤寺開山(山梨県甲府市)
 808年1月31日|日本|  ||大同3年|慈覚大師円仁,目黒不動尊(瀧泉寺/東京都)創建<天台法華円宗>
 808年3月4日|日本|  ||大同3年2月4日|紀伝博士設置
 808年6月11日|日本|  ||大同3年5月14日|筑前の国司を置く
 808年6月27日|日本|  ||大同3年5月30日:辛亥|稲毛浅間神社創建(千葉県千葉市)
 808年7月27日|中国|  ||唐･元和3年7月1日:辛巳|朔､日食があった
 808年8月17日|日本|  ||大同3年7月22日|左右衛門府を廃止/左右衛士府に合併
 808年8月25日|日本|  ||大同3年8月1日|太政官に少納言を置く
 808年12月25日|日本|  ||大同3年12月5日|隼人司を兵部省に属させる
 809年1月20日|中国|  ||南詔･応道1年|南詔の尋閣勧が応道と改元
 809年1月20日|中国|  ||南詔･応道1年|南詔の尋閣勧死去,子の8代･勧竜晟が即位(-816)
 809年1月20日|日本|  ||大同4年|この頃｢万葉集｣完成
 809年1月20日|日本|  ||大同4年|弘法大師,弘明寺創建(神奈川県横浜市南区)<高野山真言宗>
 809年3月24日|ｲﾗｸ|  ||旧暦2月5日|ｱｯﾊﾞｰｽ朝の第5代ｶﾘﾌ/ﾊｰﾙｰﾝ･ｱｯﾗｼｰﾄﾞがｻﾏﾙｶﾝﾄﾞの反乱の鎮圧に向かう途中､ﾄ
   ｩｰｽで没/43?歳(誕生:0763)ｱﾐｰﾝが第6代ｶﾘﾌとなる
 809年5月8日|日本|  ||大同4年3月21日|雅楽寮雅楽師を定める
 809年5月18日|日本|  ||大同4年4月1日|第51代平城天皇が退位し神野親王践祚/4月13日52代:嵯峨天皇として即
   位～08230416/
 809年9月2日|韓国/朝鮮|  ||新羅･憲徳王1年7月19日:癸亥|摂政の金彦昇が悌ﾖｳとともに反乱を起こし哀荘王と
   王弟の体明侍衛を殺害､第41代憲徳王として王位に就いた
 809年10月5日|中国|  ||唐･元和4年8月23日:丙申|環王が安南を寇し､都護の張舟がこれを破った
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 809年11月19日|中国|  ||唐･元和4年10月9日:辛巳|成徳軍節度使の王承宗がそむき､保信軍節度使の薛昌朝を捕
  らえた
 810年|ｲﾝﾄﾞ|  |||この頃､ﾊﾞｰﾗ朝ﾃﾞｰｳﾞｧﾊﾟｰﾗが即位(～850頃)
 810年|ﾌﾗﾝｽ/ｲﾀﾘｱ|  |||ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国ﾌﾗﾝｸ王国を撃退
 810年2月8日|中国|  ||南詔･龍興1年|南詔の勧龍晟が龍興(-816年)と改元
 810年2月8日|中国|  ||渤海･永徳1年|渤海の大元瑜が永徳(-812年)と改元
 810年2月8日|日本|  ||大同5年|弘法大師,大谷観音創建(千手観音立像､栃木県宇都宮市大谷寺)<日本最古の磨
   崖仏>
 810年2月8日|日本|  ||大同5年|弘法大師,飯沼観音(円福寺)創建(千葉県銚子市)<真言宗>
 810年3月7日|中国|  ||唐･元和5年1月28日:己巳|左神策軍大将軍のﾘ定進が王承宗と戦い､ここに死んだ
 810年4月17日|日本|  ||大同5年3月10日|蔵人所設置
 810年5月24日|中国|  ||唐･元和5年4月18日:丁亥|河東節度使の范希朝･義武軍節度使の張茂昭が王承宗と木刀
   溝で戦い､これを破った
 810年7月8日|ｲﾀﾘｱ|  |||ｲﾀﾘｱ王ﾋﾟﾋﾟｰﾉ死去
 810年8月1日|日本|  ||大同5年6月28日|観察使を廃止/参議復活
 810年10月11日|日本|  ||大同5年9月10日|藥子の変/藤原藥子･仲成らが平城天皇の復位を企てて失敗
 810年10月12日|日本|  ||大同5年9月11日|藤原仲成､射殺/平城上皇､藤原薬子を伴い東国に向かうも天皇軍に阻
  まれる
 810年10月13日|日本|  ||大同5年9月12日|平城上皇剃髪｡藤原薬子自害/薬子の変
 810年10月20日|日本|  ||弘仁1年9月19日|大同から弘仁に改元
 810年11月|ｲﾗｸ|  |||ｱｯﾊﾞｰｽ朝ｶﾘﾌ継承権をめぐり､ｱﾐｰﾝとﾏｰﾑｰﾝが内紛
 810年11月1日|中国|  ||唐･元和5年10月|この月､義武軍兵馬使の張佐元がそむき､処刑された
 810年11月1日|中国|  ||唐･元和5年10月|張茂昭が易･定の二州をもって官吏に帰順
 810年11月14日|中国|  ||唐･元和5年10月14日:辛巳|義武軍都虞候の楊伯玉がそむき､処刑された
 811年|ｲﾀﾘｱ|  |||ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国元首ｱﾝｼﾞｪﾛ･ﾊﾟﾙﾃﾁﾊﾟﾂｨｵ(-827年)
 811年1月28日|日本|  ||弘仁2年|朝廷が出羽･陸奥の百姓の墾田に対する収公を禁止
 811年1月28日|日本|  ||弘仁2年|弘法大師,五智山如来寺建立(→化野念仏寺/京都府)<平安京以来の風葬の地>
 811年2月7日|日本|  ||弘仁2年1月11日|陸奥国に三郡を置く
 811年2月27日|日本|  ||弘仁2年2月|朝廷が郡司の任用で譜代優先の制を復活
 811年3月28日|日本|  ||弘仁2年3月|陸奥出羽按察使征夷将軍文室綿麻呂､爾薩体､弊伊の2村の蝦夷を討つ
 811年3月31日|中国|  ||唐･元和6年3月4日:戊戌|隕石がｳﾝ州に落ちた
 811年5月|ｲﾗｸ|  |||ｶﾘﾌ･ｱﾐｰﾝが派遣した遠征軍をﾏｰﾑｰﾝの将軍ﾀｰﾋﾙ･ﾌﾞﾝ･ﾌｻｲﾝがﾚｲ近郊で撃退
 811年5月12日|日本|  ||弘仁2年4月17日|文室綿麻呂が征夷将軍に任ぜられる
 811年6月17日|日本|  ||弘仁2年5月23日|坂上田村麻呂､没/54歳(誕生:天平宝字2(758))征夷大将軍だった
 811年7月26日|ﾄﾙｺ|  ||7月3日以降|東ﾛｰﾏ帝国皇帝ﾐｶｴﾙ1世ﾗﾝｶﾞﾍﾞｰ(-813年)
 811年7月26日|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||ﾋﾞｻﾞﾝﾁﾝ王ﾆｹﾌｫﾛｽ1世が､ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ王ｸﾙﾑ汗の攻撃に向かうが､ｸﾙﾑの反撃にあい戦
   死(誕生:0760頃)ｽﾀｳﾗｷｵｽ即位(-811年)
 811年12月17日|日本|  ||弘仁2年11月28日|左右衛士府を左右衛門府と改名
 812年|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||ｼｬｲﾚｰﾝﾄﾞﾗ朝(中部ｼﾞｬﾜ)(-832)ｻﾏﾗﾄｩﾝｶﾞ王即位
 812年|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾄｽｶｰﾅ侯国成立/ﾎﾞﾆﾌｧﾁｵ1世がﾄｽｶｰﾅ侯(ﾙｯｶ伯/公)に
 812年|ﾌﾗﾝｽ/ﾄﾙｺ|  |||ﾋﾞｻﾞﾝﾃｨﾝ皇帝がﾌﾗﾝｸ王ｶｰﾙの皇帝就任を承認
 812年1月18日|中国|  ||唐･元和6年閏12月1日:辛卯|辰州･ｼﾞｮ州の首領の張伯靖がそむき､播･費二州を寇した
 812年2月16日|日本|  ||弘仁3年|徳丹城を造り､志波城の機能を移転
 812年4月6日|日本|  ||弘仁3年2月21日|采女司を復す
 812年10月9日|中国|  ||新羅･哀荘王13年;渤海･永徳3年9月|新羅､渤海に遣使
 812年11月8日|中国|  ||唐･元和7年10月|この月､魏博節度使の田興が六州をもって官吏に帰順
 813年|ﾄﾙｺ|  |||東ﾛｰﾏ帝国皇帝ﾚｵｰﾝ5世(-820年)
 813年|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ|  |||ﾀｰﾊﾙﾄ朝でｱﾙﾜｯﾊｰﾌﾞの治世が開始
 813年|ﾌﾗﾝｽ/ｲﾀﾘｱ|  |||ﾋﾟﾋﾟｰﾉの息子ﾍﾞﾙﾅﾙﾄﾞ､ｲﾀﾘｱ王に(～817)
 813年|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ帝国ｸﾙﾑ汗急死
 813年2月5日|中国|  ||渤海･朱雀1年|渤海の大言義が朱雀(-817年)と改元
 813年3月7日|中国|  ||唐･元和8年2月|唐･李吉甫が｢元和郡県図志｣を完成
 813年4月22日|日本|  ||弘仁4年3月18日|新羅人百十人､肥前国小近島を来襲
 813年6月2日|日本|  ||弘仁4年5月|征夷大将軍に再び文室綿麻呂を任命
 813年7月31日|中国|  ||唐･元和8年秋|吐蕃､ｹｲ州に冦する
 813年9月|ｲﾗｸ|  |||ﾏｰﾑｰﾝがﾊﾞｸﾞﾀﾞｯﾄﾞを攻略､ｱﾐｰﾝを殺害してｶﾘﾌに就任
 813年9月13日|中国|  ||唐･元和8年8月15日:乙未|湖南観察使の柳公綽が張伯靖を討ち張伯靖が降った
 813年10月26日|日本|  ||弘仁4年9月29日|対馬島に新羅訳語を一人設置
 814年|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ帝国ﾄﾞｸﾑ(-815年)､ﾃﾞｨﾂｪｳﾞｸﾞ即位
 814年|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾗｰｼｭﾄﾗｸｰﾀ朝のｱﾓｰｶﾞｳﾞｧﾙｼｬが即位
 814年1月6日|中国|  ||唐･元和8年12月11日:庚寅|振武の将の楊遵憲がそむき､その節度使の李進賢を追放
 814年1月25日|日本|  ||弘仁5年|この年､出雲国に俘囚の乱(荒橿の乱)が勃発
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 814年1月28日|ﾌﾗﾝｽ/ﾄﾞｲﾂ|  |||ｼｬﾙﾙﾏｰﾆｭ(ｶｰﾙ大帝)がｱｰﾍﾝで死去/71歳(誕生:07420402)ﾙｲ敬虔帝(ﾙｰﾄﾞｳﾞｨｯﾋ1世)
   が後継者となる
 814年5月|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｱﾝﾀﾞﾙｽで西ｳﾏｲｱ朝に対する反乱が勃発
 814年5月30日|日本|  ||弘仁5年5月8日|嵯峨天皇の皇子､皇女に源の姓を与える(嵯峨源氏)
 814年6月21日|日本|  ||弘仁5年6月|最初の勅撰文学作品集(漢詩集)『凌雲集』が作られた
 814年6月21日|日本|  ||弘仁5年6月1日|｢新撰姓氏録｣撰進
 815年|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ帝国ｵﾑﾙﾀｸﾞ(-831年)ﾄﾞｸﾑ､ﾃﾞｨﾂｪｳﾞｸﾞと共治
 815年1月|ｲﾗｸ|  |||ｱﾌﾞｰ･ｱｯｻﾗｰﾔｰがｱﾘｰ家のﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾌﾞﾝ･ﾀﾊﾞｰﾀﾊﾞｰをｲﾏｰﾑに仕立てﾀｰﾌｧで反乱(10月鎮圧)
 815年2月13日|中国|  ||吐蕃･彝泰1年|吐蕃､ﾃｨﾃﾞｿﾝﾂｪﾝ死去､その子ﾃｨﾂｸﾃﾞﾂｪﾝが跡を継ぐ(可黎可足贊普)/彝泰(
   -838年)と改元
 815年2月13日|日本|  ||弘仁6年|弘法大師が雲心寺の寺号を観心寺と改称
 815年3月16日|中国|  ||唐･元和10年2月2日:甲辰|厳綬が呉元済と磁丘で戦い､敗れた
 815年5月11日|中国|  ||唐･元和10年3月29日:庚子|忠武軍節度使の李光顔が呉元済と臨潁で戦い､これを破った
 815年5月15日|中国|  ||唐･元和10年4月3日:甲辰|南頓で忠武軍節度使の李光顔が呉元済を破った
 815年7月6日|中国|  ||唐･元和10年5月26日:丙申|時曲で忠武軍節度使の李光顔が呉元済を破った
 815年9月2日|日本|  ||弘仁6年7月25日|国司の任期を4年と改める
 815年9月7日|中国|  ||唐･元和10年8月1日:己亥|朔､日食があった
 815年9月15日|中国|  ||唐･元和10年8月9日:丁未|李師道の将のｼ嘉珍が東都でそむき､留守の呂元膺がこれを破
  った
 815年10月3日|中国|  ||唐･元和10年8月27日:乙丑|李光顔が呉元済と時曲で戦い､敗れた
 815年11月|ｲﾗｸ|  |||ｱﾘｰ家のﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾌﾞﾝ･ｼﾞｬｰﾊﾙがﾒｯｶで蜂起(2ヶ月後鎮圧)
 815年11月29日|日本|  ||弘仁6年10月25日|服色･乗車の制を定める
 815年12月9日|中国|  ||唐･元和10年11月5日:壬申|李光顔･烏重胤が呉元済と小?河で戦い､これを破った
 815年12月14日|中国|  ||唐･元和10年11月10日:丁丑|李文通がまた呉元済を固始で破った
 816年|ﾌﾗﾝｽ/ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||ﾙｰﾄｳﾞｨﾋがﾗﾝｽでﾛｰﾏ教皇から戴冠
 816年1月10日|中国|  ||唐･元和10年12月7日:甲辰|武寧軍都押衙の王智興が李師道と平陰で戦い､これを破った
 816年2月2日|中国|  ||南詔･全義1年|南詔の勧利晟が全義(-819年)と改元
 816年2月2日|中国|  ||南詔･龍興7年|南詔､勧龍晟､弄棟節度･王嵯巓に殺される/弟の9代･勧利が即位(-823)
 816年2月2日|日本|  ||弘仁7年|弘法大師,金剛峯寺(和歌山県)創建<高野山真言宗総本山>
 816年2月10日|中国|  ||唐･元和11年1月9日:乙亥|幽州盧龍軍節度使の劉?が王承宗と武彊で戦い､これを破った
 816年3月3日|日本|  ||弘仁7年2月|左衛門尉興世書主に検非違使の役を兼任させる(検非違使の初見)
 816年5月5日|中国|  ||唐･元和11年4月5日:庚子|李光顔･烏重胤が呉元済と凌雲柵で戦い､これを破った
 816年5月20日|中国|  ||唐･元和11年4月20日:乙卯|劉?が王承宗と深州で戦い､これを破った
 816年6月1日|中国|  ||唐･元和11年5月2日:丁卯|宥州軍が乱を起こし､その刺史の駱怡を追放したので､夏綏銀
   節度使の田縉がこれを破った
 816年6月12日|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||97代教皇聖ﾚｵ三世死去
 816年6月21日|中国|  ||唐･元和11年5月22日:丁亥|雲南蛮が安南を寇した
 816年6月22日|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||98代教皇ｽﾃﾌｧﾉ四世(五世)(-817年1月24日)
 816年7月8日|中国|  ||唐･元和11年6月10日:甲辰|唐鄧節度使の高霞寓が呉元済と鉄城で戦い､敗れた
 816年7月17日|日本|  ||弘仁7年6月19日|空海が高野山に道場開設の許可を得て金剛峯寺を開く
 816年8月|ｲﾗｸ|  |||ｶﾘﾌ･ﾏｰﾑｰﾝの総督ﾊｻﾝ･ﾌﾞﾝ･ﾊｻﾙに対してﾊﾞｸﾞﾀﾞｰﾄﾞの軍人､市民が反乱
 816年8月14日|日本|  ||弘仁7年7月17日|摂津で海が溢れる｡死者220人
 816年8月15日|中国|  ||唐･元和11年7月18日:壬午|韓弘が元済とｴﾝ城で戦い､これを破った
 816年9月10日|中国|  ||唐･元和11年8月15日:戊申|西原蛮が賓･巒二州を陷した
 816年9月12日|日本|  ||弘仁7年8月16日|大嵐の為､羅城門が倒壊
 816年9月21日|中国|  ||唐･元和11年8月26日:己未|昭義軍節度使のﾁ士美が王承宗と柏郷で戦い､これを破った
 816年11月26日|中国|  ||唐･元和11年11月4日:乙丑|ﾖｳ管経略使の韋悅が賓･巒二州を落とした
 817年|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||ﾋﾞｻﾞﾝﾃｨﾝ帝ﾚｵﾝ5世がﾒｯｾﾝﾌﾞﾘｱでﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ軍を大破
 817年|ﾌﾗﾝｽ/ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||ﾙｰﾄｳﾞｨﾋと新教皇が協約し､領土保有と王位継承権を相互承認
 817年1月19日|中国|  ||唐･元和11年12月28日:己未|西原蛮が巖州を陷した
 817年1月21日|中国|  ||唐･元和12年|この年､容管経略使の陽旻が欽･横･潯･貴の四州を落とした
 817年1月24日|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||98代教皇ｽﾃﾌｧﾉ四世(五世)死去
 817年1月25日|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||98代教皇聖ﾊﾟｽｶﾘｽ一世(-824年2月-5月)
 817年2月17日|中国|  ||唐･元和12年1月28日:戊子|彗星が畢に出た
 817年4月21日|中国|  ||唐･元和12年4月2日:辛卯|唐鄧隋節度使の李愬が呉元済と?ｶ山で戦い､これを破った
 817年4月25日|中国|  ||唐･元和12年4月6日:乙未|李光顔が呉元済をｴﾝ城で破った
 817年5月21日|中国|  ||唐･元和12年5月2日:辛酉|李愬がまた呉元済を張柴で破った
 817年9月1日|日本|  ||弘仁8年7月17日|摂津国で津波が起こり220人が溺死
 817年9月20日|中国|  ||唐･元和12年8月6日:癸亥|烏重胤が呉元済と賈店で戦い､敗れた
 817年11月10日|中国|  ||唐･元和12年9月28日:甲寅|李愬が呉元済と呉房で戦い､これを破った
 817年11月29日|中国|  ||唐･元和12年10月17日:癸酉|李愬が蔡州を落とした
 817年12月12日|中国|  ||唐･元和12年11月|介落ら､唐に使を遣わす
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 818年|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾅｰﾎﾟﾘ公ｽﾃｰﾌｧﾉ3世
 818年|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾙﾄﾞｳﾞｨｰｺ1世の長子ﾛﾀｰﾘｵ1世ｲﾀﾘｱ王に
 818年2月9日|中国|  ||渤海･太始1年|渤海の大明忠が太始(818年)と改元
 818年3月25日|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||西ｳﾏｲｱ朝のｱﾙ･ﾊｶﾑがｺﾙﾄﾞﾊﾞの市民暴動に対し大虐殺
 818年5月1日|日本|  ||弘仁9年3月23日|朝会の礼･常服などを唐法に准じる事と定める
 818年5月31日|日本|  ||弘仁9年4月23日|太秦広隆寺焼ける
 818年6月28日|日本|  ||弘仁9年5月22日|賀茂斎院司を設置
 818年7月7日|中国|  ||唐･元和13年6月1日:癸丑|朔､日食があった
 818年8月6日|日本|  ||弘仁9年7月|関東諸国で地震/山崩れ谷埋まること数里,百姓が多数圧死
 818年9月|ｲﾗｸ|  |||ｶﾘﾌのﾏｰﾑｰﾝが後継を約したｱﾘｰ家のｱｯﾘﾀﾞｰを毒殺
 818年11月13日|中国|  ||唐･元和13年10月12日:壬戌|吐蕃が宥州を寇したので､霊武節度使の杜叔良が定遠城で
   これを破った
 818年12月2日|日本|  ||弘仁9年11月1日|富寿神宝を鋳造
 819年|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||中央ｱｼﾞｱでｻｰﾏｰﾝ･ﾌﾀﾞｰがｻｰﾏｰﾝ朝を創始
 819年|ｲｴﾒﾝ|  |||ｲｴﾒﾝでｱﾌﾞﾄﾞ･ｱｯﾗｰﾌがｽﾞｨﾔｰﾄﾞ朝を創始
 819年1月30日|中国|  ||渤海･建興1年|渤海の大仁秀が建興(-830年)と改元
 819年1月30日|日本|  ||弘仁10年|弘法大師(空海)､高野山に明神社(和歌山県)を建立
 819年2月25日|中国|  ||唐･元和14年1月27日:丙午|田弘正が李師道と陽穀で戦い､これを破った
 819年3月30日|韓国/朝鮮|  ||新羅･憲徳王11年3月|各地の賊徒がいっせいに蜂起したが､諸州の都督や太守に命
   じて鎮圧することに成功
 819年5月30日|日本|  ||弘仁10年5月3日|空海が高野山に金剛峰寺を建立
 819年7月26日|中国/韓国/朝鮮|  ||唐･元和14年;新羅･憲徳王11年7月|唐･ｳﾝ州(山東省済寧市)で李師道が反乱/
   新羅が将軍金雄元ら3万の兵を派遣し唐を援ける
 819年8月9日|中国|  ||唐･元和14年7月15日:辛卯|沂海の将の王弁がその観察使の王遂を殺し留後を自称
 819年8月10日|ｲﾗｸ|  |||ﾊﾞｸﾞﾀﾞｰﾄﾞの反乱が終息
 819年11月8日|中国|  ||唐･元和14年10月17日:壬戌|安南の将の楊清がその都護の李象古を殺してそむいた
 819年11月19日|中国|  ||唐･元和14年10月28日:癸酉|吐蕃が塩州を寇した
 819年12月7日|中国|  ||唐･元和14年11月17日:辛卯|朔方の将の史敬奉が吐蕃と瓠蘆河で戦い､これを破った
 820年|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｲﾍﾞﾘｱ半島でﾅｳﾞｧﾗ王国が成立
 820年1月19日|中国|  ||南詔･大豊1年|南詔の勧利晟が大豊(-823年)と改元
 820年2月14日|中国|  ||唐･元和15年1月27日:庚子|唐､憲宗､陳弘志に殺される(43)
 820年2月16日|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  |||ﾍﾞﾄﾅﾑでこのころ､禅宗無言通派の形成
 820年2月20日|中国|  ||唐･元和15年閏1月3日:丙午|唐､皇太子が太極殿で皇帝位についた(穆宗)
 820年3月31日|日本|  ||弘仁11年2月13日|遠江･駿河両国に移住していた新羅人七百人余りが叛乱
 820年4月19日|中国|  ||唐･元和15年3月3日:乙巳|杜叔良が吐蕃と戦い､これを破った
 820年6月5日|日本|  ||弘仁11年4月21日|律令を補足･修正するために出された法令を藤原冬嗣らが編纂した弘
   仁格が施行
 820年9月26日|中国|  ||唐･元和15年8月16日:乙酉|容管経略留後の厳公素が黄洞蛮と神歩で戦い､これを破った
 820年11月23日|中国|  ||唐･元和15年10月14日:癸未|吐蕃が涇州を寇し､右神策軍中尉の梁守謙が左右神策･京
   西･京北行営都監となってこれを禦いだ
 820年11月26日|中国|  ||唐･元和15年10月17日:丙戌|吐蕃が遁走した
 820年12月19日|日本|  ||弘仁11年11月11日|文章生選抜制度を改める/三位以上の貴族の子弟を採用する事と定
  める
 820年12月25日|ﾄﾙｺ|  |||ﾋﾞｻﾞﾝﾁﾝ皇帝ﾚｵ5世がｺﾝｽﾀﾝﾁﾉｰﾌﾟﾙの聖ｿﾌｨｱ寺院で暗殺される(誕生:0770年代)親衛隊長
   がﾐｶｴﾙ2世として即位(-829年)
 821年|ﾓﾝｺﾞﾙ|  |||ｳｲｸﾞﾙの保義可汗が没
 821年2月9日|中国|  ||唐･長慶1年1月4日:辛丑|唐･穆宗が長慶(-824年12月)と改元
 821年2月10日|日本|  ||弘仁12年1月5日|｢十条断例｣を制定
 821年3月|ｲﾗﾝ|  |||ﾀｰﾋﾙがﾎﾗｰｻﾝの世襲総督となりﾀｰﾋﾙ朝を創始
 821年3月7日|日本|  ||弘仁12年1月30日|右大臣藤原冬嗣ら､｢内裏式｣を撰上
 821年5月6日|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||唐･長慶1年4月|ｷｭﾝ=ﾃﾝｸﾞﾘﾃﾞ=ｷｭﾘｭｸﾞ=ﾌﾞﾙﾐｼｭ=ｱﾙﾌﾟ=ﾋﾞﾙｹﾞ=ｶｶﾞﾝ(崇徳可汗)を冊立
 821年6月14日|日本|  ||弘仁12年5月11日|播磨国で銅鐸が発掘される
 821年7月3日|中国|  ||唐･長慶1年6月|彗星が昴に出現
 821年7月9日|中国|  ||唐･長慶1年6月7日:辛未|吐蕃が青塞烽を寇し､塩州刺史の李文悅がこれを破った
 821年8月11日|中国|  ||唐･長慶1年7月10日:甲辰|幽州盧龍軍都知兵馬使の朱克融がその節度使の張弘靖を捕ら
  えてそむいた
 821年8月29日|中国|  ||唐･長慶1年7月28日:壬戌|成徳軍大将の王廷湊がその節度使の田弘正を殺してそむいた
 821年9月8日|中国|  ||唐･長慶1年8月9日:壬申|朱克融が莫州を陥落させた
 821年9月9日|中国|  ||唐･長慶1年8月10日:癸酉|王廷湊が冀州を陥落させ､刺史の王進岌がここに死んだ
 821年9月12日|中国|  ||唐･長慶1年8月13日:丙子|王廷湊が深州を寇した
 821年9月12日|中国|  ||唐･長慶1年8月13日:丙子|瀛州軍が乱を起こし､その観察使の盧士ﾊﾞｲを捕らえ､叛いて
   朱克融についた
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 821年10月11日|中国|  ||唐･長慶1年9月12日:乙巳|相州軍が乱を起こし､その刺史のｹｲｿを殺した
 821年11月8日|中国|  ||唐･長慶1年10月10日|安史の乱後､交戦状態だった唐と吐蕃が長安で同盟を結ぶ
 821年11月13日|中国|  ||唐･長慶1年10月15日:戊寅|王廷湊が貝州を陥落させた
 821年11月14日|中国|  ||唐･長慶1年10月16日:己卯|易州刺史の柳公済が朱克融と白石で戦い､これを破った
 821年11月15日|中国|  ||唐･長慶1年10月17日:庚辰|橫海軍節度使の烏重胤が王廷湊と饒陽で戦い､これを破っ
  た
 821年11月26日|中国|  ||唐･長慶1年10月28日:辛卯|霊武節度使の李進誠が吐蕃と大石山で戦い､これを破った
 821年11月29日|中国|  ||唐･長慶1年11月1日:甲午|裴度が王廷湊と会星で戦い､これを破った
 821年12月1日|中国|  ||唐･長慶1年11月3日:丙申|朱克融が定州を寇すると､義武軍節度使の陳楚がこれを破っ
  た
 822年|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||後ｳﾏｲﾔ朝ｱﾐｰﾙ:ｱﾌﾞﾄﾞ･ｱｯﾗﾌﾏｰﾝ2世(-852年)
 822年|ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ|  |||ﾏﾔ文明のｺﾊﾟﾝ王朝が亡びる
 822年1月4日|中国|  ||唐･長慶1年12月8日:庚午|杜叔良が王廷湊と博野で戦い､敗れた
 822年1月11日|中国|  ||唐･長慶1年12月15日:丁丑|陳楚が朱克融と望都で戦い､これを破った
 822年1月23日|中国|  ||唐･長慶1年12月27日:己丑|陳楚が朱克融と清源で戦い､これを破った
 822年1月27日|日本|  ||弘仁13年|この年日本霊位記できる
 822年2月3日|中国|  ||唐･長慶2年1月8日:庚子|魏博軍が南宮で潰滅
 822年2月26日|日本|  ||弘仁13年|嵯峨天皇の勅命により武田八幡宮創建(山梨県韮崎市)
 822年3月27日|韓国/朝鮮|  ||新羅･憲徳王14年3月|新羅王族の一員である金憲昌が反乱､朝鮮半島南西部を占拠
   自立して国号を長安とし慶雲元年と宣言/同月のうちに反乱平定､慶雲年号は直ちに廃止
 822年4月25日|中国|  ||唐･長慶2年4月1日:辛酉|朔､日食があった
 822年4月26日|中国|  ||唐･長慶2年4月2日:壬戌|成徳軍節度使の牛元翼が京師に逃れ､王廷湊が深州を陥落させ
  た
 822年5月|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||西ｳﾏｲｱ朝4代ｶﾘﾌにｱﾌﾞﾄﾞﾙ･ﾗﾌﾏｰﾝが即位
 822年6月5日|中国|  ||唐･長慶2年5月12日:壬寅|ﾖｳ州刺史の李元宗が叛き､黄洞蛮に亡命
 822年6月26日|中国|  ||唐･長慶2年6月4日:癸亥|宣武軍宿直の将の李臣則がその節度使の李愿を追放し､衙門都
   将の李?がそむいた
 822年6月26日|日本|  ||弘仁13年6月4日|天台宗の開祖最澄没(57)
 822年7月6日|中国|  ||唐･長慶2年6月14日:癸酉|吐蕃が霊州を寇し､塩州刺史の趙ｶﾝがこれを破った
 822年8月10日|中国|  ||唐･長慶2年7月20日:戊申|李?が宋州を陥落させた
 822年8月18日|中国|  ||唐･長慶2年7月28日:丙辰|ｴﾝｳﾝ節度使の曹華が李?と宋州で戦い､これを破った
 822年8月19日|中国|  ||唐･長慶2年7月29日:丁巳|忠武軍節度使の李光顔がまた尉氏で李?を破った
 822年9月3日|中国|  ||唐･長慶2年8月14日:壬申|宣武軍節度使の韓充がまた郭橋で李?を破った
 822年9月19日|中国|  ||唐･長慶2年9月1日:戊子|鎮海軍の将の王国清が反乱を計画し､処刑された
 822年9月27日|中国|  ||唐･長慶2年9月9日:丙申|徳州軍が乱を起こし､その刺史の王稷を殺した
 823年2月15日|中国|  ||南詔･大豊4年|南詔､勸利死去/弟の10代･豊祐が即位(-859)
 823年2月15日|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||唐･長慶3年|ｷｭﾝ=ﾃﾝｸﾞﾘﾃﾞ=ｷｭﾘｭｸﾞ=ﾌﾞﾙﾐｼｭ=ｱﾙﾌﾟ=ﾋﾞﾙｹﾞ=ｶｶﾞﾝ(崇徳可汗)崩御/弟の
   葛薩特勤､即位してｱｲ=ﾃﾝｸﾞﾘﾃﾞ=ｸﾄ=ﾌﾞﾙﾐｼｭ=ｱﾙﾌﾟ=ﾋﾞﾙｹﾞ=ｶｶﾞﾝ(昭礼可汗)になる
 823年2月15日|日本|  ||弘仁14年|筑波山神社創建(茨城県つくば市)
 823年3月5日|日本|  ||弘仁14年1月19日|空海が天皇から京都の東寺を下賜され､教王護国寺と称する
 823年3月5日|日本|  ||弘仁14年1月19日|空海､土佐国足摺崎に金剛福寺を建立
 823年4月5日|日本|  ||弘仁14年2月21日|太宰府管内の諸国に公営田制度を導入
 823年4月10日|日本|  ||弘仁14年2月26日|比叡山寺が延暦寺と改号
 823年4月15日|日本|  ||弘仁14年3月1日|越前国[加賀郡､江沼郡](現在の石川県南部)→加賀国(現在の福井県の
   うち南部(若狭国)を除く部分を範囲)分立
 823年5月23日|中国|  ||唐･長慶3年4月10日:甲午|陸州のﾘｮｳがそむいた
 823年5月29日|日本|  ||弘仁14年4月16日|第52代嵯峨天皇が退位し弟の大伴が践祚/4月27日53代:淳和天皇とし
   て即位～08330228
 823年8月23日|中国|  ||唐･長慶3年7月14日:丙寅|黄洞蛮が欽州を陥落させた
 823年10月|ﾄﾙｺ|  |||ｽﾗﾌﾞ人のﾄｰﾏｽが小ｱｼﾞｱでﾋﾞｻﾞﾝﾃｨﾝ帝国に反乱し首都占領を目指すが失敗
 823年10月8日|中国|  ||唐･長慶3年9月1日:壬子|朔､日食があった
 823年11月16日|中国|  ||唐･長慶3年10月10日:辛卯|黄洞蛮が安南を寇した
 823年12月28日|日本|  ||弘仁14年11月23日|大蔵省焼失
 824年|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾅﾊﾞｰﾗ王国ｲﾆｺﾞ･ｱﾘｽﾀ(-851)建国
 824年|ﾌﾗﾝｽ/ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||ﾌﾗﾝｸ王国の共同皇帝ﾛﾀｰﾙ1世がﾛｰﾏ協約を結ぶ/皇帝権が教皇権を上回ることを定める
 824年2月|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||(-5月)100代教皇ｴｳｼﾞｪﾆｵ二世(-827年8月)
 824年2月4日|中国|  ||南詔･保和1年|南詔の勧豊祐が保和(-839年)と改元
 824年2月4日|日本|  ||弘仁15年|弘法大師,麻布山善福寺創建<真言宗→浄土真宗本願寺派/東京都>
 824年2月8日|日本|  ||天長1年1月5日|弘仁から天長に改元
 824年2月11日|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||99代ﾛｰﾏ教皇聖ﾊﾟｽｶﾘｽ1世死去
 824年2月25日|中国|  ||唐･長慶4年1月22日:壬申|穆宗が清思殿で崩御(30)
 824年2月29日|中国|  ||唐･長慶4年1月26日:丙子|皇太子が太極殿で皇帝位についた(敬宗)
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 824年4月1日|中国|  ||唐･長慶4年2月28日:戊申|黄洞蛮が降った
 824年5月19日|中国|  ||唐･長慶4年4月17日:丙申|染坊匠の張韶がそむき､左神策軍に幸し､張韶が処刑された
 824年8月5日|日本|  ||天長1年7月7日|第51代平城天皇崩御/51歳
 824年9月|ﾁｭﾆｼﾞｱ|  |||ﾁｭﾆｽでﾏﾝｽｰﾙがｱｸﾞﾗﾌﾞ朝に反乱し､ｶｲﾗﾜｰﾝを占領
 824年9月17日|中国|  ||唐･長慶4年8月21日:丁酉|黄洞蛮が安南を寇した
 824年9月17日|中国|  ||唐･長慶4年8月21日:丁酉|中官の季文徳が反乱を計画し､処刑された
 824年10月5日|日本|  ||天長1年9月10日|勘解由使を復す
 824年10月22日|日本|  ||天長1年9月27日|河内国の神願寺を高雄山寺の地に移し､神護寺と称す
 824年10月26日|日本|  ||天長1年10月1日|多ね島司を廃止､[能満郡､熊毛郡､馭謨郡､益救郡]→[熊毛郡､馭謨郡]
   に統合､大隅国に編入
 824年12月7日|中国|  ||唐･長慶4年11月13日:戊午|環王と黄洞蛮が陸州を陥落させ､刺史の葛維がここに死んだ
 825年|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||ﾍｰｾﾞﾋﾞｭｰで北欧初の貨幣鋳造
 825年1月23日|韓国/朝鮮|  ||新羅･憲徳王17年1月|金憲昌の子の金梵文が高達山(京畿道驪州郡)を根拠として
   反乱を起こしたが北漢山州(京畿道広州市)の都督によって鎮圧
 825年1月29日|中国|  ||唐･寶暦1年1月7日:辛亥|唐･敬宗が宝暦(-827年2月)と改元
 825年4月21日|日本|  ||天長2年3月30日|摂津国江南四郊を和泉国に属させる
 825年8月19日|日本|  ||天長2年閏7月2日|葛原親王､重ねて子女に平姓賜姓を願い､許される/高棟王らに平姓を
   賜う(賜姓桓武平氏)
 825年9月7日|日本|  ||天長2年閏7月21日|和泉国四郊を元に戻す
 825年12月14日|中国|  ||唐･寶暦1年11月1日|唐･宰相李訓が､宦官たちを一掃しようとして失敗し､殺される(甘
   露の変)
 826年2月10日|日本|  ||天長3年|五智山遍照院総持寺(西新井大師)創建(東京都足立区)<真言宗豊山派>
 826年5月11日|中国|  ||唐･寶暦2年4月1日:戊戌|横海軍節度使の李全略が亡くなり､その子の李同捷がそむいた
 826年6月22日|中国|  ||唐･寶暦2年5月13日:庚辰|幽州盧龍軍が乱を起こし､その節度使の朱克融を殺し､その子
   の朱延嗣が節度使を自称
 826年6月28日|日本|  ||天長3年5月20日|良岑安世ら､『経国集』を撰上
 826年7月21日|日本|  ||天長3年6月13日|文章生選抜の制を旧に復す
 826年8月7日|韓国/朝鮮|  ||新羅･憲徳王18年7月|新羅､ｶｲ江に長城を築く
 826年8月30日|日本|  ||天長3年7月24日|藤原冬嗣(左大臣)[0775年生～](享年52)
 826年10月10日|日本|  ||天長3年9月6日|上総･常陸･上野が親王任國となる
 826年11月4日|韓国/朝鮮|  ||新羅･興徳王1年10月|新羅の憲徳王死去,第42代興徳王が即位
 827年1月9日|中国|  ||唐･寶暦2年12月8日:辛丑|劉克明ら､敬宗を殺す(18)
 827年1月13日|中国|  ||唐･寶暦2年12月12日:乙巳|王守澄ら､劉克明らを討ち､江王涵を帝位に就ける(文宗)
 827年3月14日|中国|  ||唐･太和1年2月13日:乙巳|唐･文宗が大和(-835年12月)と改元
 827年6月|ﾁｭﾆｼﾞｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||ｱｸﾞﾗﾌﾟ朝ｲｽﾗﾑ勢力がｼｼﾘｰ島への侵略を開始
 827年8月|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||100代教皇ｳﾞｧﾚﾝﾁﾉ(-827年9月)
 827年8月8日|日本|  ||天長4年7月12日|京都大地震
 828年|ｲﾀﾘｱ|  |||ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国元首ｼﾞｭｽﾃｨﾆｱｰﾉ･ﾊﾟﾙﾃﾁﾊﾟﾂｨｵ(-829年)
 828年1月21日|日本|  ||天長5年|慈覚大師円仁,瑞厳寺｢松島青龍山瑞巌円福禅寺｣創建(宮城県松島町､伊達家菩
   提寺)<臨済宗妙心寺派>
 828年3月29日|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||101代教皇ｸﾞﾚｺﾞﾘｵ四世(-844年1月25日)
 828年5月14日|日本|  ||天長5年閏3月27日|萩原王を射殺した罪により大中臣春継を伊豆に配流
 828年8月5日|中国|  ||唐･太和2年6月21日:乙亥|?州刺史の王昇朝がそむき､処刑された
 828年8月31日|中国|  ||唐･太和2年7月17日:辛丑|魏博節度使の史憲誠が同捷と平原で戦い､これを破った
 828年9月3日|中国|  ||唐･太和2年7月20日:甲辰|彗星が右摂提に出現
 828年9月28日|中国|  ||唐･太和2年8月16日:己巳|王廷湊がそむいた
 828年10月1日|中国|  ||唐･太和2年8月19日:壬申|義武軍節度使の柳公済が王廷湊と新楽で戦い､これを破った
 828年10月8日|中国|  ||唐･太和2年8月26日:己卯|劉従諫がまた臨城で王廷湊を破った
 828年10月10日|中国|  ||唐･太和2年8月28日:辛巳|史憲誠が李同捷と平原で戦い､これを破った
 828年10月12日|中国|  ||唐･太和2年8月30日:癸未|劉従諫が王廷湊と昭慶で戦い､これを破った
 828年11月1日|中国|  ||唐･太和2年9月20日:癸卯|柳公済がまた王廷湊を博野で破った
 828年11月8日|中国|  ||唐･太和2年9月27日:庚戌|安南軍が乱を起こし､その都護の韓約を追放
 828年11月18日|中国|  ||唐･太和2年10月8日:庚申|史憲誠が李同捷と平原で戦い､これを破った
 828年12月6日|中国|  ||唐･太和2年10月26日:戊寅|史憲誠が李同捷と平原で戦い､これを破った
 828年12月10日|中国|  ||唐･太和2年10月30日:壬午|幽州盧龍軍節度使の李載義がまた李同捷を長蘆で破った
 829年|ﾄﾙｺ|  |||東ﾛｰﾏ帝国皇帝ﾃｵﾌｨﾛｽ(-842年)
 829年|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｳｪｾｯｸｽ王ｴｸﾞﾊﾞｰﾄﾞが7王国を統一し全ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王となる(-839年)
 829年|ｲﾀﾘｱ|  |||ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国元首ｵﾙｿ･ﾊﾟﾙﾃﾁﾊﾟﾂｨｵ一世(-835年)
 829年|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾊﾟﾘ公会議で王権の義務を統一､王の職務は神の子たる人民を･･･
 829年1月9日|韓国/朝鮮|  ||新羅･憲徳王20年12月|新羅の大廉が唐から茶の種子を持ち帰り地理山に植える
 829年1月9日|日本|種智院大学|天長5年12月|弘法大師空海が九条坊門南･西洞院西に綜藝種智院創設
 829年1月22日|中国|  ||唐･太和2年12月14日:乙丑|魏博行営兵馬使のｷ志沼がそむいた
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 829年1月23日|日本|  ||天長5年12月15日|空海が綜芸種智院を創設
 829年2月26日|中国|  ||唐･太和3年1月19日:庚子|宣武･河陽の兵がｷ志沼を討ちｷ志沼は鎮州に逃れた
 829年4月7日|日本|  ||天長6年3月|飛鳥坐神社が鳥形山に遷座(奈良県明日香村)おんだ祭りで有名
 829年5月25日|中国|  ||唐･太和3年4月19日:戊辰|滄景節度使の李祐が徳州を落とし､李同捷が降った
 829年7月30日|中国|  ||唐･太和3年6月26日:甲戌|魏博軍に乱があり､その節度使の史憲誠を殺し､都知兵馬使の
   何進滔が留後を自称
 829年11月30日|中国|  ||唐･太和3年11月|この月､雲南蛮がｽｲ･ｷｮｳの二州を陥落させた
 830年|ﾁｪｺ|  |||西ｽﾗﾌﾞ族がﾓﾗｳﾞｨｱ王国を樹立
 830年|ｸﾞｱﾃﾏﾗ|  |||ﾏﾔのﾍﾟﾃﾝ地域で非ﾏﾔ的なｵﾚﾝｼﾞ土器が出現
 830年|ｲﾗｸ|  |||ｶﾘﾌのﾏｰﾑｰﾝがﾊﾞｸﾞﾀﾞｯﾄﾞに｢知恵の家｣を建設
 830年1月2日|中国|  ||唐･太和3年12月4日:庚戌|雲南蛮が成都を寇し､右領軍衛大将軍の董重質が左右神策及諸
   道行営西川都知兵馬使となってこれを討伐
 830年1月11日|中国|  ||唐･太和3年12月13日:己未|雲南蛮が梓州を寇した
 830年1月14日|中国|  ||唐･太和3年12月16日:壬戌|雲南蛮が蜀州を寇した
 830年1月28日|日本|  ||天長7年|無量寿院創建(埼玉県川越市､→喜多院)<天台宗>
 830年2月24日|日本|  ||天長7年1月28日|出羽で地震/秋田城郭官舎､四天王寺六仏像､四王堂舎など倒壊/死者15
  人
 830年3月8日|中国|  ||唐･太和4年2月10日:乙卯|興元軍に乱があり､その節度使の李絳を殺した
 830年4月29日|中国|  ||唐･太和4年4月3日:丁未|奚が辺境を寇し､李載義がこれを破った
 830年10月26日|日本|  ||天長7年10月7日|｢新撰格式｣を撰上
 830年12月5日|日本|  ||天長7年11月17日|神祇･八省･弾正･左右京･東宮･勘解由･六衛･左右兵庫格式を領行
 831年|ｲﾀﾘｱ/ｲﾗｸ|  |||ｲｽﾗﾑによりﾊﾟﾚﾙﾓ陥落
 831年|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ帝国ﾏﾛﾐｰﾙ(-852年)
 831年2月16日|中国|  ||渤海･咸和1年|渤海の大彝震が咸和(-857年)と改元
 831年2月16日|日本|  ||天長8年|この年､滋野貞主ら『秘府略千巻』撰上
 831年3月8日|中国|  ||唐･太和5年1月21日:庚申|幽州盧龍軍が乱を起こし､その節度使の李載義を追放し､莫州
   刺史の張慶初を殺し､兵馬使の楊志誠が留後を自称
 831年6月|ﾁｭﾆｼﾞｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||ｱｸﾞﾗﾌﾟ朝軍ｲｽﾗﾑがｼﾁﾘｱのﾊﾟﾚﾙﾓを占領
 832年|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||雲南のﾁﾍﾞｯﾄ･ﾋﾞﾙﾏ族の国の南詔がﾋﾞﾙﾏに勢力を拡大､ﾋﾞﾙﾏのﾀﾚｹｯﾀﾗ王朝を滅ぼす
 832年|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||ｼｬｲﾚｰﾝﾄﾞﾗ朝(中部ｼﾞｬﾜ)ｻﾏﾗﾄｩﾝｶﾞ王が亡くなり､実権はその姉ﾌﾟﾗｰﾓｰﾀﾞｳﾞｧﾙﾀﾞﾆｰとその夫に
   移る(ｻﾝｼﾞｬﾔ家ﾗｶｲ･ﾋﾟｶﾀﾝ王)
 832年|ﾌﾗﾝｽ|  |||ｱｲﾝﾊﾙﾄが｢ｶｰﾙ大帝伝｣を完結
 832年2月|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｲﾗｸ|  |||ﾏｰﾑｰﾝがｴｼﾞﾌﾟﾄに遠征し､ｷﾘｽﾄ教徒の反乱を鎮圧
 832年5月1日|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||唐･太和6年3月27日|ｱｲ=ﾃﾝｸﾞﾘﾃﾞ=ｸﾄ=ﾌﾞﾙﾐｼｭ=ｱﾙﾌﾟ=ﾋﾞﾙｹﾞ=ｶｶﾞﾝ(昭礼可汗)､部下に
   殺される/ｱｲ=ﾃﾝｸﾞﾘﾃﾞ=ｸﾄ=ﾌﾞﾙﾐｼｭ=ｱﾙﾌﾟ=ｷｭﾘｭｸﾞ=ﾋﾞﾙｹﾞ=ｶｶﾞﾝ(彰信可汗)即位
 832年6月12日|日本|  ||天長9年5月11日|清原夏野､私財を投じて播磨国魚住泊を築く
 832年7月31日|韓国/朝鮮|  ||新羅･興徳王7年7月|大雨で凶作となり餓えた民衆が盗賊となって蜂起
 833年3月9日|日本|  ||天長10年2月15日|清原夏野らが5年の歳月をかけた養老令の官撰注釈書｢令義解｣が完成
 833年3月22日|日本|  ||天長10年2月28日|第53代淳和天皇譲位､皇太子正良親王受禅/3月6日54代仁明天皇とし
   て即位
 833年6月30日|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｸのﾙｲ1世が､ｼｬﾝ･ﾃﾞ･ﾏﾝｿﾝｼﾞｭで王子たちに降伏
 833年8月|ｲﾗｸ|  |||ｱｯﾊﾞｰｽ朝ｶﾘﾌのﾏｰﾑｰﾝが死去し､ﾑｰﾀｽｨﾑが即位
 833年10月1日|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｸの王子ﾛﾀｰﾙが､父のﾙｲ1世を廃位
 834年2月12日|日本|  ||天長11年|三修上人,西明寺創建(滋賀県甲良町)<天台宗>
 834年2月14日|日本|  ||承和1年1月3日|天長から承和に改元
 834年3月1日|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｸのﾙｲ1世が復位/内紛が再発
 834年3月10日|日本|  ||承和1年1月27日|検非違使別当を設置
 834年3月14日|中国|  ||唐･太和8年2月1日:壬午|朔､日食があった
 834年5月31日|日本|  ||承和1年4月20日|紀伝博士を廃止/文章博士を一名増員
 834年10月9日|中国|  ||唐･太和8年9月3日:辛亥|彗星が太微に出現
 834年11月8日|中国|  ||唐･太和8年10月4日:辛巳|幽州盧龍軍の大将の史元忠がその節度使の楊志誠を追放し､
   権句当節度兵馬を自称
 835年|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||ﾋﾞﾙﾏでﾓﾝ族のﾍﾟｸﾞｰ王国が興る
 835年1月2日|中国|  ||唐･太和8年11月30日:丙子|莫州軍が乱を起こし､その刺史の張惟汎を追放
 835年1月7日|日本|  ||承和1年12月5日|｢令義解｣を施行
 835年2月23日|日本|  ||承和2年1月22日|承和昌宝を鋳造
 835年4月22日|日本|  ||承和2年3月21日|弘法大師(空海)死去/62歳(誕生:宝亀5(774)0615)真言宗開祖
 835年7月31日|日本|  ||承和2年7月3日|諸国の守･介の任期を4年とする/但し大宰府･陸奥･出羽に関しては変わ
  らず
 835年12月14日|中国|  ||唐･太和9年11月21日:壬戌|唐･宰相李訓らが宦官を集め抹殺しようと図るが失敗(甘露
   の変)李訓は鳳翔に逃れた
 836年|ｲﾗｸ|  |||ｱｯﾊﾞｰｽ朝8代ｶﾘﾌのﾑｰﾀｽｨﾑがｻｰﾏｯﾗｰへ遷都
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 836年|ｲﾀﾘｱ|  |||ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国元首ﾋﾟｴﾄﾛ･ﾄﾗﾄﾞﾆｺ(-864年)
 836年|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ帝国ﾌﾟﾚｼｱﾑ(-852年)ﾏﾛﾐｰﾙと共治/ﾏﾛﾐｰﾙとの同一人物説あり
 836年|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾌﾟﾗﾃｨﾊｰﾗ朝ﾎﾞｰｼﾞｬが即位し､ｶﾞﾝｼﾞｽ中流域で最強となる
 836年1月22日|中国|  ||唐･開成1年|吐蕃､ﾃｨﾂｸﾃﾞﾂｪﾝ死去､その弟ﾀﾞﾙﾏが跡を継ぐ
 836年1月22日|中国|  ||唐･開成1年1月1日:辛丑|唐･文宗が開成(-840年12月)と改元
 836年1月22日|中国|  ||唐･開成1年1月1日:辛丑|朔､日食があった
 837年1月11日|韓国/朝鮮|  ||新羅･僖康王1年12月|新羅の興徳王死去,第43代僖康王が王位に就いた
 837年3月22日|中国|  ||唐･開成2年2月12日:丙午|彗星が東方に出現
 837年4月9日|日本|  ||承和4年3月|彗星東南に現れる
 837年7月20日|中国|  ||唐･開成2年6月14日:丙午|河陽軍が乱を起こし､その節度使の李泳を追放
 837年8月|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ/ｲﾗｸ|  |||ｱｯﾊﾞｰｽ朝軍がｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝのﾊﾞｰﾊﾞｸを討伐
 837年8月2日|中国|  ||唐･開成2年6月27日:己未|綿州のﾘｮｳがそむいた
 837年8月6日|中国|  ||唐･開成2年7月2日:癸亥|党項羌が振武を寇した
 837年12月18日|中国|  ||唐･開成2年11月17日:丁丑|隕石が興元に落ちた
 838年|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||ｼｬｲﾚｰﾝﾄﾞﾗ朝(中部ｼﾞｬﾜ)(-851)ﾗｶｲ･ﾋﾟｶﾀﾝ王即位
 838年|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｸ王の子ﾋﾟﾋﾟﾝが死に､ｼｬﾙﾙ禿頭王がその領土を継承
 838年|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾛﾝｺﾞﾊﾞﾙﾄﾞによるｱﾏﾙﾌｨ占領
 838年1月30日|韓国/朝鮮|  ||新羅･僖康王3年1月|金明･利弘らが軍を起こして王の側近の貴族を殺害する反乱
   を起こし,王は宮中で首をくくって自殺,第44代閔哀王が即位
 838年3月30日|韓国/朝鮮|  ||新羅･閔哀王1年3月|張保皐のもとに集結した祐徴らの一派が軍事活動を起こし祐
   徴派の金陽が武州を下してさらに南原小京を陥落させた
 838年7月29日|日本|  ||承和5年7月5日|第17次遣唐使派遣/藤原常嗣､菅原善主､長岑高名､藤原貞敏､菅原梶成
 838年11月11日|中国|  ||唐･開成3年10月21日:乙巳|彗星が軫に出現
 838年11月12日|日本|  ||承和5年10月22日|ﾊﾚｰ彗星が現れる/天皇は写経を命令(～11月中旬)
 838年12月21日|韓国/朝鮮|  ||新羅･閔哀王1年12月|金陽が武州鉄冶県まで軍を進めたところで王は金敏周を派
   遣して迎撃したが金陽軍の前に壊滅
 839年|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈｳﾞｪﾝﾄ公ｼｶﾙﾄﾞ暗殺される
 839年|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｴｸﾞﾊﾞｰﾄの息子ｴｾﾞﾙｳﾙﾌｳｪｾｯｸｽ王即位(-855年)
 839年|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王ｹﾈｽ1世(ﾏｶﾙﾋﾟﾝ-859年)
 839年1月4日|日本|  ||承和5年12月15日|遣唐使船への乗船拒否を咎められ小野篁を隠岐国に配流
 839年1月19日|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||唐･開成4年|大臣･掘羅勿､沙陀を引き入れて彰信可汗を殺し､ｺｳ特勤を可汗にす
  る
 839年1月19日|日本|  ||承和6年1月|彗星兌方に見える｡長さおよそ1丈
 839年2月6日|韓国/朝鮮|  ||新羅･閔哀王2年1月19日|金陽軍が達伐にまで及び王は禁軍を用いて防戦に努めた
   が兵の半数以上が戦死,王は金陽軍の兵士に殺害された/第45代神武王が王位に就いた
 839年2月7日|中国|  ||唐･開成4年1月20日:癸酉|彗星が羽林に出現
 839年3月12日|中国|  ||唐･開成4年閏1月23日:丙午|彗星が巻舌に出現
 839年7月28日|日本|  ||承和6年6月15日|東寺講堂諸仏､開眼供養
 839年8月13日|中国/韓国/朝鮮|  ||新羅･神武王1年7月|新羅･神武王が唐に対して使者を派遣
 839年9月1日|ｲﾀﾘｱ|  |||ｱﾏﾙﾌｨ公国成立
 839年9月4日|韓国/朝鮮|  ||新羅･神武王1年7月23日|神武王は病で死去,第46代文聖王が即位
 839年10月11日|韓国/朝鮮|  ||新羅･文聖王19年9月|新羅の文聖王が病で死去,第47代憲安王が王位に就いた
 839年10月26日|日本|  ||承和6年9月16日|遣唐持節大使藤原常嗣帰朝
 840年|ｲﾀﾘｱ|  |||ｾﾙｼﾞｮ1世がﾅｰﾎﾟﾘ公に
 840年|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾗﾃﾞﾙｷとｼｺﾇﾙﾌｫが対立しﾍﾞﾈｳﾞｪﾝﾄ公に
 840年2月7日|ｷﾙｷﾞｽ/中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||唐･開成5年|将軍･句録末賀､ｷﾙｷﾞｽの10万人を引き込んでｵﾙﾄﾞｩ=ﾊﾞﾘｸを攻め
   ､ｺｳ特勤と掘羅勿を殺す(ｳｨｸﾞﾙの崩壊)
 840年2月7日|中国|  ||南詔･天啓1年|南詔の勧豊祐が天啓(-859年)と改元
 840年2月10日|中国|  ||唐･開成5年1月4日:辛巳|唐､文宗が太和殿で崩御(33)/武宗が皇帝の位についた
 840年3月20日|中国|  ||唐･開成5年2月13日:庚申|彗星が室･壁に出現
 840年3月21日|日本|  ||承和7年2月14日|小野篁､罪を許され隠岐国より帰京
 840年5月26日|日本|  ||承和7年4月22日|改正格式を施行
 840年6月11日|日本|  ||承和7年5月8日|第53代淳和上皇､死去/55歳(誕生:延暦5(786))
 840年6月22日|ﾌﾗﾝｽ/ﾄﾞｲﾂ|  |||西ﾛｰﾏ皇帝ﾙｰﾄﾞｳﾞｨｯﾋ1世(敬虔帝)(ﾙｲ1世)が死去(誕生:0778)息子のﾛﾀｰﾙ1世が継
  承
 840年10月29日|中国|  ||唐･開成5年10月1日:癸卯|回鶻が天徳軍を寇した
 840年12月3日|中国|  ||唐･開成5年11月6日:戊寅|彗星が東方に出現
 841年|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｸ帝国の内紛でﾛﾀｰﾙがﾌｫﾝﾄﾉﾜで決定的な敗北
 841年|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ|  |||ﾉﾙﾏﾝ人がｱｲﾙﾗﾝﾄﾞでﾀﾞﾌﾞﾘﾝを建設
 841年1月5日|日本|  ||承和7年12月9日|藤原緒嗣ら｢日本後記｣を撰上
 841年1月27日|韓国/朝鮮|  ||新羅･文聖王3年|新羅､張保皐(宝高)の乱起こる
 841年1月27日|中国|  ||唐･會昌1年|吐蕃､ﾀﾞﾙﾏ暗殺される(ﾂｪﾝﾎﾟ位継承をめぐって翌年､吐蕃の分裂)
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 841年2月4日|中国|  ||唐･會昌1年1月9日:辛巳|唐の文宗が會昌(-846年12月)と改元
 841年6月|ﾌﾗﾝｽ/ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾛﾀｰﾙ､ﾌｫﾝﾄﾉﾜの戦いで決定的敗北
 841年7月22日|中国|  ||唐･會昌1年7月|彗星が羽林に出現
 841年12月17日|日本|  ||承和8年11月|彗星西方に見える
 841年12月22日|中国|  ||唐･會昌1年11月6日:壬寅|彗星が営室に出現
 842年|ﾄﾙｺ|  |||東ﾛｰﾏ帝国皇帝ﾐｶｴﾙ3世｢ﾒｽｨｿｽ｣(-867年)
 842年|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾗﾝﾄﾞｰﾈ､ｶｰﾌﾟｱ公に
 842年1月9日|ｲﾗｸ|  |||ｲｽﾗﾑ帝国ｱｯﾊﾞｰｽ朝第8代ｶﾘﾌのﾑｰﾀｽｨﾑが死去し､ﾜｰｽｨｸが即位
 842年2月|ﾌﾗﾝｽ/ﾄﾞｲﾂ|  |||ｽﾄﾗｽﾌﾞｰﾙの誓い､ｼｬﾙﾙとﾙｰﾄｳﾞｨﾋが同盟宣言
 842年2月2日|日本|  ||承和8年12月19日|藤原緒嗣ら､｢日本後紀｣撰上
 842年2月14日|中国|  ||唐･會昌2年|特勤ｵﾝ没斯､阿歴支､習勿啜の3部､大臣の愛邪勿弘順､尚書呂衡ら､振武軍に
  投降
 842年2月17日|中国|  ||唐･會昌2年1月4日:己亥|回鶻が横水柵を寇し､天徳･振武軍を攻略
 842年4月15日|中国|  ||唐･會昌2年3月|回鶻が雲州･朔州を寇した
 842年6月14日|中国|  ||唐･會昌2年5月2日:丙申|回鶻のｵﾂ沒斯が降った
 842年7月12日|中国|  ||唐･會昌2年6月|河東節度使の劉ﾍﾞﾝが回鶻と雲州で戦い､敗れた
 842年8月10日|中国|  ||唐･會昌2年秋|幽州節度使･張仲武､弟の張仲至を派遣して那頡啜を破り､7千帳を接収/
   那頡啜は烏介可汗に捕まり､殺される
 842年8月10日|中国|  ||唐･會昌2年7月|回鶻可汗が大同川を寇した
 842年8月10日|中国|  ||唐･會昌2年7月|嵐州の民の田満川がそむき､処刑された
 842年8月24日|日本|  ||承和9年7月15日|嵯峨上皇､死去/57歳(誕生:延暦5(786)0907)52代天皇･嵯峨天皇
 842年8月26日|日本|  ||承和9年7月17日|伴健岑･橘逸勢らを謀反のかどで逮捕(承和の変)
 842年9月6日|日本|  ||承和9年7月28日|伴健岑を隠岐国に､橘逸勢を伊豆国に流罪
 842年9月20日|日本|  ||承和9年8月13日|橘逸勢/平安初期の貴族･書家/三筆の一人
 842年10月8日|中国|  ||唐･會昌2年9月|屈戌､雲麾将軍･守右武衛将軍･幽州節度使･員外置同正員を拝し､契丹王
   ･耶瀾可汗と称す
 843年|ｲﾀﾘｱ|  |||ｲｽﾗﾑによりﾒｯｼｰﾅ陥落
 843年2月3日|中国|  ||唐･會昌3年|仏教への過度の傾注をめぐって吐蕃の王家が分裂
 843年2月13日|中国|  ||唐･會昌3年1月11日:庚子|天徳軍行営副使の石雄が回鶻と殺胡山で戦い､これを破った
 843年3月|ﾄﾙｺ|  |||ﾋﾞｻﾞﾝﾃｨﾝ帝国でﾐｶｴﾙ3世が聖画像崇拝禁止令を解除
 843年3月5日|中国|  ||唐･會昌3年2月|河東節度使･劉湎､幽州の境界から80里の地点で幕営していた烏介可汗を
   襲撃､烏介可汗は黒車子室韋に逃げる
 843年3月5日|中国|  ||唐･會昌3年2月1日:庚申|朔､日食があった
 843年8月10日|ﾌﾗﾝｽ/ﾄﾞｲﾂ/ｲﾀﾘｱ|  |||ﾌﾗﾝｽ､ｳﾞｪﾙﾀﾞﾝ条約を締結し､ﾌﾗﾝｸ王国がﾙｰﾄﾞｳﾞｨﾋ敬虔帝の3子に分割/ﾛﾀｰﾙ1
   世はﾌﾗﾝｸ王国中部､ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ2世は東ﾌﾗﾝｸ王国(-876年)､ｼｬﾙﾙ2世(禿頭王)は西ﾌﾗﾝｸ王国(-877年)
 843年10月27日|中国|  ||唐･會昌3年10月|この月､党項羌が塩州を寇した
 843年11月9日|中国|  ||唐･會昌3年10月14日:己巳|晋絳行営節度使の石雄が劉ｼﾝと烏嶺で戦い､これを破った
 843年11月25日|中国|  ||唐･會昌3年11月|安南軍が乱を起こし､その経略使の武渾を追放
 843年11月25日|中国|  ||唐･會昌3年11月|党項羌がﾋﾝ･寧を寇した
 844年1月13日|日本|  ||承和10年12月20日|弾正台･左右京職の巡察の折の下馬の法を定める
 844年1月15日|日本|  ||承和10年12月22日|文室宮田麻呂､謀叛
 844年1月22日|日本|  ||承和10年12月29日|文室宮田麻呂､伊豆国に流罪
 844年1月25日|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||102代教皇ｸﾞﾚｺﾞﾘｳｽ4世死去､103代ｾﾙｼﾞｵ二世(-847年1月27日)対立教皇ﾖﾊﾈｽ即位
 844年2月22日|中国|  ||唐･會昌3年11月|朔､日食があった
 844年5月20日|日本|  ||承和11年4月30日|滋野貞主､居宅を西寺に施入/慈恩寺と号す
 844年8月18日|中国|  ||唐･會昌4年閏7月|この月､ﾗｸ州刺史の王釗と磁州刺史の安玉が城をもって降った
 844年9月11日|中国|  ||唐･會昌4年閏7月25日:丙子|昭義軍の将の裴問がｹｲ州刺史の崔ｶに城をもって降った
 844年9月30日|中国|  ||唐･會昌4年8月15日:乙未|昭義軍の将の郭誼が劉ｼﾝを殺して降った
 844年12月16日|日本|  ||承和11年11月4日|王臣家人･百姓らが鴨川を汚す事を禁じる
 845年|ｸﾛｱﾁｱ|  |||ﾄﾙﾋﾟﾐﾙ公がｸﾛｱﾁｱ公国を樹立
 845年|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾎｰﾘｯｸ王が率いるﾃﾞｰﾝ人がﾊﾝﾌﾞﾙｸを掠奪
 845年|ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾎｰﾘｯｸ率いるﾃﾞｰﾝ人がﾊﾟﾘを却略しﾊﾝﾌﾞﾙｸを破壊
 845年8月7日|中国|  ||唐･會昌5年7月|道教にかぶれた唐･武宗が廃仏令をだす(会昌の廃仏)
 845年8月7日|中国|  ||唐･會昌5年7月1日:丙午|朔､日食があった
 846年|ﾁｭﾆｼﾞｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||ｱｸﾞﾗﾌﾟ朝ｲｽﾗﾑ軍がｲﾀﾘｱ半島に上陸開始
 846年|ｲﾀﾘｱ|  |||ｻﾗｾﾝ人(ｲｽﾗﾑ軍)がﾛｰﾏに侵攻
 846年|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｽｺｯﾄ人のﾀﾞﾙﾘｱﾀﾞ王国(ﾀﾞﾙﾆｱﾀﾞ王国)のｹﾈｽ･ﾏｶﾙﾋﾟﾝ(ｹﾈｽ1世)は､ﾋﾟｸﾄ人のｵｰﾙﾊﾞ王国を破り､ｽｺｯ
   ﾄ人･ﾋﾟｸﾄ人の連合王国(ｵｰﾙﾊﾞ王国)建国し(ｱﾙﾋﾟﾝ朝)西部のﾀﾞﾝｽﾀﾌﾆｯｼﾞからﾋﾟｸﾄ人の本拠ｽｸｰﾝに首都を移した
 846年|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾊﾟｰﾗ朝のﾅﾝﾃﾞｨﾊﾞﾙﾏﾝ3世が即位
 846年|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾞﾙﾀｰﾆｭのｹﾙﾄ人がﾌﾞﾙﾀｰﾆｭ公国を樹立
 846年|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾙｯｶ伯ﾎﾞﾆﾌｧｰﾁｮ2世の子ｱﾀﾞﾙﾍﾞﾙﾄ1世ﾄｽｶｰﾅ侯に
 846年1月31日|韓国/朝鮮|  ||新羅･文聖王8年|張は清海鎮で反乱を起こし王は将軍の閻長を送り込んで張を暗
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   殺させた
 846年4月22日|中国|  ||唐･會昌6年3月23日:甲子|武宗が大明宮で崩御(33)/宣宗即位
 846年7月27日|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||唐･會昌6年秋|大臣の逸隠啜ら､烏介可汗を殺し､弟の特勤遏捻を可汗にする
 846年9月|中国|  ||唐･會昌6年8月|白楽天(白居易)が洛陽郊外の自宅で死去/74歳(誕生:07720228)｡｢長恨歌｣な
   どの名作を残した詩人
 846年9月24日|中国|  ||唐･會昌6年9月|雲南蛮が安南を寇し､経略使の裴元裕がこれを破った
 846年12月22日|中国|  ||唐･會昌6年12月1日:戊辰|朔､日食があった
 847年1月1日|日本|  ||承和13年12月11日|西大寺講堂焼失
 847年1月21日|中国|  ||唐･大中1年|唐､ｷﾙｷﾞｽの可汗を英武誠明可汗に冊立
 847年1月21日|日本|  ||承和14年|この年､桓武天皇皇子葛井親王が清水寺三重塔を建立
 847年1月27日|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||103代教皇ｾﾙｼﾞｵ二世死去
 847年2月6日|中国|  ||唐･大中1年1月17日:甲寅|唐の宣宗が大中(-860年10月)と改元
 847年4月10日|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||104代教皇聖ﾚｵ四世(-855年7月17日)
 847年6月17日|中国|  ||唐･大中1年5月|張仲武が奚の北部落と戦い､これを破った/吐蕃･回鶻が河西を寇し､河
   東節度使の王宰がこれを討伐
 847年6月17日|韓国/朝鮮|  ||新羅･文聖王9年5月|良順と興宗が反乱
 848年2月9日|中国|  ||唐･大中2年|吐蕃､河西に侵攻､沙陀･朱邪赤心､これを破る
 848年2月9日|日本|  ||承和15年|慈覚大師が湯村温泉(山梨県)開湯
 848年3月18日|日本|  ||承和15年2月10日|上総国俘囚丸子廻毛､叛乱/上総･下総･相模諸国はこれを討つ
 848年6月5日|中国|  ||唐･大中2年5月1日:己未|朔､日食があった
 848年7月16日|日本|  ||嘉祥1年6月13日|承和から嘉祥に改元
 848年9月5日|日本|  ||嘉祥1年8月5日|京幾大水害
 848年10月19日|日本|  ||嘉祥1年9月19日|長年大宝を鋳造
 849年|ｲﾝﾄﾞ|  |||この頃､東ﾁｬｰﾙｷﾔ朝ｸﾞﾅｶﾞ･ｳﾞｨｼﾞｬﾔｰﾃﾞｨﾃｨﾔ3世即位(～892)
 849年|ｲﾀﾘｱ|  |||ｶﾝﾊﾟﾆｱの海洋諸都市がｲｽﾗﾑ軍の侵出を阻止
 849年|ｲﾀﾘｱ|  |||ｻﾚﾙﾉ公国成立
 849年1月1日|日本|  ||嘉祥1年12月4日|和気斉之､伊豆国に流罪
 849年1月28日|日本|  ||嘉祥2年|学問なる僧が奥社の地で最初に修験を始め戸隠神社(長野県)創建
 849年5月26日|中国|  ||唐･大中3年5月|武寧軍が乱を起こし､その節度使の李廓を追放
 849年9月20日|韓国/朝鮮|  ||新羅･文聖王11年9月|金式と大昕とが反乱を起こして誅殺された
 849年10月20日|中国|  ||唐･大中3年10月|この月､吐蕃が維州をもって官吏に帰順
 850年|ｲﾝﾄﾞ|  |||南ｲﾝﾄﾞでｳﾞｨｼﾞｬﾔｰﾗﾅがﾁｮｰﾗ朝を再興
 850年|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||ｽﾏﾄﾗのｼｭﾘｰｳﾞｨｼﾞｬﾔがｼｬｲﾚﾝﾄﾞﾗを併合
 850年|ｾﾙﾋﾞｱ|  |||ｾﾙﾋﾞｱにﾗｼｭｶ公国が誕生
 850年|ﾁｬﾄﾞ|  |||ﾁｬﾄﾞ湖の北東部にｶﾈﾑ王国形成
 850年|ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾃﾞｰﾝ人がｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞに定住開始
 850年2月16日|日本|  ||嘉祥3年|慈覚大師円仁,中尊寺創建(岩手県平泉町)<天台宗東北大本山>
 850年5月4日|日本|  ||嘉祥3年3月19日|54代仁明天皇譲位
 850年5月6日|日本|  ||嘉祥3年3月21日|第54代仁明天皇崩御(41)(誕生:弘仁1(810))皇太子道康親王践祚/4月17
   日55代文徳天皇として即位
 850年9月10日|中国|  ||唐･大中4年8月|幽州盧龍軍が乱を起こし､その節度使の張直方を追放し､衙将の張允伸
   が留後を自称
 850年11月23日|日本|  ||嘉祥3年10月16日|出羽で大地震｡山谷形を変え､圧死者多数
 850年12月8日|中国|  ||唐･大中4年8月|党項羌がﾋﾝ州･寧州を寇した
 851年|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾅﾊﾞｰﾗ王国ｶﾞﾙｼｱ･ｲﾆｹﾞｽ即位(-880)
 851年6月1日|日本|  ||仁寿1年4月28日|嘉祥から仁寿に改元
 852年|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||後ｳﾏｲﾔ朝ｱﾐｰﾙ:ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ1世(-886年)
 852年|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ帝国ﾎﾞﾘｽ1世(-889年)
 852年2月24日|日本|  ||仁寿2年2月|夕刻西に彗星現る｡長さ5丈
 852年3月25日|中国|  ||唐･大中6年3月|彗星が觜･参に出現
 852年9月22日|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||西ｳﾏｲｱ朝のﾗﾌﾏｰﾝ2世が死去し､5代ﾑﾊﾝﾏﾄﾞが即位
 852年10月17日|中国|  ||唐･大中6年3月|ﾘｮｳが昌･資の二州を寇した
 853年2月3日|日本|  ||仁寿2年12月22日|小野篁(歌人･政治家)死去
 853年4月12日|日本|  ||仁寿3年3月|慈覚大師が江島神社中津宮(神奈川県)創建
 854年2月1日|中国|  ||唐･大中8年1月1日:丙戌|朔､日食があった
 854年5月28日|日本|  ||仁寿4年4月28日|陸奥国で兵士が逃亡､叛乱
 854年12月23日|日本|  ||斉衡1年11月30日|仁寿から斉衡に改元
 855年|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｳｪｾｯｸｽ王ｴｾﾞﾙﾊﾞﾙﾄﾞ(-860年)ｴｾﾞﾙｳﾙﾌの息子
 855年1月23日|日本|  ||斉衡2年|天岳院創建(静岡県菊川市､→応声教院)
 855年2月21日|日本|  ||斉衡2年2月|東北に長星あり
 855年7月10日|日本|  ||斉衡2年5月23日|東大寺大仏の仏頭が､5月10日と11日の地震が原因で落下
 855年7月17日|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||104代教皇聖ﾚｵ四世死去
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 855年8月17日|中国|  ||唐･大中9年7月|この月､浙江東道軍で乱が起こり､その観察使の李訥を追放
 855年9月21日|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||対立教皇ｱﾅｽﾀｼｳｽ即位(-24日)
 855年9月29日|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||105代教皇ﾍﾞﾈﾃﾞｨｸﾄ三世(-858年4月17日)
 855年9月29日|ﾌﾗﾝｽ/ﾄﾞｲﾂ/ｲﾀﾘｱ|  |||ﾛﾀｰﾙ1世が死に､長男のﾙｰﾄﾞｳﾞｨｯﾋ2世にｲﾀﾘｱ国王と皇帝の称号､次男ﾛﾀｰﾙ2世
   にﾛｰﾄﾘﾝｹﾞﾝ(ﾛﾚｰﾇ)など､三男ｼｬﾙﾙにﾆｰﾀﾞｰﾌﾞﾙｸﾞﾝﾄﾞとﾌﾟﾛｳﾞｧﾝｽなどを分割相続
 856年|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｶｼﾐｰﾙのｶｰﾙｺｰﾀ朝が滅び､ｳﾄﾊﾞﾗ朝がおこる
 856年|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||ｼｭﾘｰｳﾞｨｼﾞｬﾔ王国(ｽﾏﾄﾗ島のﾊﾟﾚﾝﾊﾞﾝを中心に栄えた通商国家)後継者争いに破れたｼｬｲﾚｰﾝﾄﾞ
   ﾗ家の王子ﾊﾞｰﾗﾌﾟﾄﾗがｽﾏﾄﾗ島に逃れ､ｼｭﾘｰｳﾞｨｼﾞｬﾔの王女と結婚して同国の王統を継ぎ､｢ﾏﾊｰ･ﾗｰｼﾞｬ(大王)｣を称
  した
 856年|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||ｼﾞｬﾜ島のﾌﾞﾗﾝﾊﾞﾅﾝ寺院が建立される
 856年2月10日|中国|  ||唐･大中10年|唐､厖特勤をｳﾙｸﾞ=ﾃﾝｸﾞﾘﾃﾞ=ｸﾄ=ﾌﾞﾙﾐｼｭ=ｱﾙﾌﾟ=ｷｭﾘｭｸﾞ=ﾋﾞﾙｹﾞ=ｶｶﾞﾝ(懐建可汗
   )に冊立
 856年2月10日|日本|  ||斉衡2年|左大臣藤原緒嗣が自らの山荘に神修上人を開山として法輪寺(のちに仙遊寺→
   泉涌寺/京都府)創建
 857年2月5日|日本|  ||斉衡4年1月7日|｢大衍暦｣と｢五紀暦｣を併用
 857年3月18日|日本|  ||斉衡4年2月19日|藤原良房が太政大臣に就任(人臣太政大臣の初め)
 857年3月20日|日本|  ||天安1年2月21日|斉衡から天安に改元
 857年5月20日|日本|  ||天安1年4月23日|近江国の相坂(逢坂)関を復活
 857年5月27日|中国|  ||唐･大中11年5月|容管軍が乱を起こし､その経略使の王球を追放
 857年9月22日|韓国/朝鮮|  ||新羅･憲安王1年9月|新羅･文聖王:死去/憲安王が王位に就いた
 857年9月22日|中国|  ||唐･大中11年9月1日:乙未|彗星が房に出現
 858年1月19日|中国|  ||渤海･正永1年|渤海の大虔晃が正永(-870年)と改元
 858年4月17日|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||105代教皇ﾍﾞﾈﾃﾞｨｸﾄ三世死去
 858年4月24日|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||105代教皇聖ﾆｺﾗｵ一世(-867年11月13日)
 858年5月25日|中国|  ||唐･大中12年4月9日:庚子|嶺南軍が乱を起こし､その節度使の楊発を追放
 858年7月4日|中国|  ||唐･大中12年5月20日:庚辰|湖南軍が乱を起こし､その観察使の韓琮を追放
 858年7月20日|中国|  ||唐･大中12年6月6日:丙申|江西都将の毛鶴がその観察使の鄭憲を追放
 858年8月4日|中国|  ||唐･大中12年6月21日:辛亥|南蛮が辺境を寇した
 858年8月13日|中国|  ||唐･大中12年7月|容州の将の来正がそむき､処刑された
 858年9月11日|中国|  ||唐･大中12年8月|宣歙の将の康全泰がその観察使の鄭薰を追放し､淮南節度使の崔鉉が
   宣歙池観察処置使を兼ねてこれを討った
 858年10月7日|日本|  ||天安2年8月27日|第55代文徳天皇崩御(32)(誕生:天長4(827)08)皇太子惟仁親王践祚/11
   月7日56代清和天皇として即位
 858年11月10日|中国|  ||唐･大中12年10月|康全泰が処刑された
 858年12月15日|日本|  ||天安2年11月7日|藤原良房が摂政に就任
 859年|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王ﾄﾞﾅﾙﾄﾞ1世(-863年)ｹﾈｽ1世の弟
 859年1月2日|日本|  ||天安2年11月25日|中宮職を改め皇太后宮職とする
 859年1月8日|中国|  ||唐･大中12年12月|毛鶴が処刑された
 859年1月16日|日本|  ||天安2年12月9日|十陵四墓を定める
 859年2月7日|中国|  ||南詔･世隆王1年|雲南の南詔11代･世隆が即位(-877)帝を称し､国号を大礼と改める
 859年2月7日|日本|  ||天安3年|真雅僧正,無量寺創建(愛知県蒲郡市､千仏洞で有名)
 859年2月7日|日本|  ||天安3年|藤原山蔭が一門の氏神として奈良の春日大社四座の神を勧請し吉田神社(京都
   府)創建
 859年3月18日|日本|  ||天安3年2月11日|右大臣藤原良相､崇親院･延命院を建立/藤原一族の困窮者･病者を救済
 859年5月20日|日本|  ||貞観1年4月15日|天安から貞観に改元
 859年6月2日|日本|  ||貞観1年4月28日|饒益神宝を鋳造
 859年9月10日|中国|  ||唐･大中13年8月10日:癸巳|唐､宣宗が咸寧殿で崩御(50)/懿宗即位
 859年10月2日|日本|  ||貞観1年9月3日|僧円珍が圓城寺(三井寺)を再建
 860年|ｲｴﾒﾝ|  |||ｲｴﾒﾝのﾗｯｼｰ朝を創始したｲﾌﾞﾗﾋｰﾑが没
 860年|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｳｪｾｯｸｽ王ｴｾﾞﾙﾊﾞｰﾄ(-866年)ｴｾﾞﾙｳﾙﾌの息子
 860年|ﾄﾙｺ|  |||ﾙｰｽ族がｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾉｰﾌﾞﾙを初襲撃
 860年|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||ｽﾏﾄﾗ王がﾅｰﾗﾝﾀﾞｰに仏教寺院を建設
 860年|ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ|  |||ﾉﾙﾏﾝ人ﾅﾄﾞｯﾄﾞ､ｱｲｽﾗﾝﾄﾞを探検
 860年1月27日|中国/ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||南詔･建極1年|雲南の南詔国が交州を襲い､府城を攻略
 860年1月27日|中国/ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||南詔･建極1年|南詔･世隆が建極と改元(-877)
 860年1月27日|日本|  ||貞観2年|この年大覚寺を建立
 860年1月27日|日本|  ||貞観2年|円仁(慈覚大師)により隅田川畔(現在の墨田区東駒形)に最勝寺建立
 860年1月27日|日本|  ||貞観2年|慈覚大師円仁,立石寺(山寺)創建(山形県山形市)<天台宗>
 860年1月27日|日本|  ||貞観2年|大宰大弍清原真人岑成､勅命により西門鎮護の要津門司の霊峰筆立山麓の地を
   卜して宇佐神宮の御分霊を祀り神功皇后御着用の御甲を御神霊(御神体)に奉じて甲宗八幡神社創建(福岡県北
   九州市)
 860年1月27日|中国|  ||唐･大中14年1月|浙東の人の仇甫がそむき､安南経略使の王式が浙江東道観察使となっ
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   てこれを討った
 860年8月21日|中国|  ||唐･大中14年8月1日:己卯|仇甫が処刑された
 860年10月9日|日本|  ||貞観2年10月21日|諸国の禁野での狩猟を禁止
 860年10月18日|中国|  ||唐･大中14年10月|安南都護の李ｺが播州で勝利
 860年11月24日|日本|  ||貞観2年11月7日|禁野で狩をすることが禁じられる
 860年12月17日|中国|  ||唐･咸通1年11月2日:丁丑|唐の懿宗が咸通(-874年11月)と改元
 861年|ｲﾗｸ|  |||ﾄﾙｺ人ﾏﾑﾙｰｸがｱｯﾊﾞｰｽ朝ｶﾘﾌを殺害しその子を擁立
 861年1月17日|中国|  ||唐･咸通1年12月3日:戊申|雲南蛮が安南を寇した
 861年2月14日|中国/ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||南詔･世隆王3年;唐･咸通2年|南詔国が唐･安南都護府城を陥れる
 861年3月14日|韓国/朝鮮|  ||新羅･憲安王5年1月29日|新羅の憲安王が病で死去,第48代景文王が王位に就いた
 861年7月26日|日本|  ||貞観3年6月15日|長慶宣明暦経を採用
 861年9月9日|中国|  ||唐･咸通2年8月|雲南蛮がﾖｳ州を寇した
 861年10月8日|中国|  ||唐･咸通2年9月|雲南蛮がｽｲ州を寇した
 862年|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||ｾｲﾛﾝのｾｰﾅ2世がﾊﾞｰﾝﾃﾞｨｱ朝を攻略
 862年|ﾛｼｱ|  |||ﾉﾙﾏﾝ人の首長のﾘｭｰﾘｸが､ﾛｼｱ最初の国家のﾉｳﾞｺﾞﾛﾄﾞ公国を建国
 862年2月3日|日本|  ||貞観4年|天台宗の僧円仁が恐山菩提寺創建(青森県むつ市)
 862年3月20日|日本|  ||貞観4年2月16日|藤原良縄､葛野群の別業を道場とし､真如院と号す
 862年4月3日|日本|  ||貞観4年3月|朝廷が京都市中警備に保長制を導入し､京中を警備
 862年4月12日|中国|  ||唐･咸通3年3月10日:戊寅|帰義軍節度使の張義潮が涼州で勝利
 862年7月31日|中国|  ||唐･咸通3年7月|徐州の武寧軍が乱を起こし､その節度使の温璋を追放
 862年7月31日|中国/韓国/朝鮮|  ||新羅･景文王2年7月|新羅･景文王:唐に対して使者を派遣して土産物を貢納
 862年8月26日|日本|  ||貞観4年7月27日|嘉祥寺西院を分離し貞観寺とする
 862年9月28日|中国|  ||唐･咸通3年9月|嶺南西道軍が乱を起こし､その節度使の蔡京を追放
 862年11月|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||ｼﾘｱのﾋﾑｽ住民が反乱をおこすが鎮圧される
 862年11月2日|日本|  ||貞観4年10月7日|伴善男､山城国紀伊郡の別業を道場とし報恩寺と号す
 862年11月25日|中国|  ||唐･咸通3年11月|雲南蛮が安南を寇した
 863年|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾝ2世(-877年)ｹﾈｽ1世の息子
 863年|ﾁｪｺ|  |||ﾓﾗｳﾞｨｱにｷｭﾘﾛｽ兄弟がｷﾘｽﾄ教(ｷﾞﾘｼｱ正教)を伝導
 863年1月23日|中国/ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||南詔･世隆王5年;唐･咸通4年1月|南詔国が唐･安南都護府城を占領
 863年1月29日|中国|  ||唐･咸通4年1月7日:庚午|雲南蛮が安南を陥落させ､蔡襲がここに死んだ
 863年7月6日|日本|  ||貞観5年6月17日|越中･越後で地震/山崩れ,谷埋まり,水湧き,民家破壊し,圧死多数/直江
   津付近にあった数個の小島が壊滅
 863年8月18日|中国|  ||唐･咸通4年7月1日:辛卯|朔､日食があった
 864年|ｲﾀﾘｱ|  |||ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国元首ｵﾙｿ･ﾊﾟﾙﾃﾁﾊﾟﾂｨｵ一世(-880年)
 864年|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ王国のﾎﾞﾘｽ汗が授洗しｷﾘｽﾄ教(ｷﾞﾘｼｱ正教)を受容
 864年2月8日|中国|  ||唐･咸通4年12月27日:乙酉|昭義軍が乱を起こし､その節度使の沈詢を殺した
 864年2月29日|中国|  ||唐･咸通5年1月19日:丙午|雲南蛮がｽｲ州を寇した
 864年4月4日|日本|  ||貞観6年2月24日|慈覚大師円仁(天台宗山門派の租)[0794年生～](享年71)
 864年4月10日|中国|  ||唐･咸通5年3月|唐軍が南詔軍と広西のﾖｳ州で戦い､敗北
 864年4月23日|日本|  ||貞観6年3月14日|彗星東に見ゆ｡営室宿にあって長さ4尺ほど
 864年6月21日|中国|  ||唐･咸通5年5月14日:己亥|彗星が婁に出現
 864年7月2日|日本|  ||貞観6年5月25日|富士山噴火で陥没した足利路のかわりに箱根路が開通
 864年8月22日|日本|  ||貞観6年7月17日|富士山が大噴火し､西湖､精進湖ができる/2番目の富士山三大噴火
 864年10月|ｲﾗﾝ|  |||ｻﾞｲﾄﾞ派のﾊｻﾝ･ﾌﾞﾝ･ｻﾞｲﾄﾞがﾀﾊﾞﾘｽﾀｰﾝにｱﾘｰ朝(ｻﾞｲﾄﾞ朝～928)を開く
 865年5月29日|中国|  ||唐･咸通6年5月|高駢が雲南蛮とﾖｳ州で戦い､これを破った
 865年11月1日|ｲｷﾞﾘｽ|  ||旧暦10月9日|ﾃﾞｰﾝの大軍がｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ全土を荒掠
 866年|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｳｪｾｯｸｽ王ｴｾﾞﾙﾚｯﾄﾞ(-871年)ｴｾﾞﾙｳﾙﾌの息子
 866年1月21日|中国|  ||唐･咸通7年|高昌ｳｲｸﾞﾙ王国が誕生し､高昌からﾁﾍﾞｯﾄ勢力を駆逐
 866年4月19日|中国|  ||唐･咸通7年閏3月|吐蕃がﾋﾝ州･寧州を寇した
 866年4月28日|日本|  ||貞観8年閏3月10日|応天門焼失/応天門の変
 866年8月14日|日本|  ||貞観8年7月|尾張･美濃の両国郡司が広野河口開削をめぐって乱闘
 866年10月1日|日本|  ||貞観8年8月19日|藤原良房が摂政になる
 866年11月3日|日本|  ||貞観8年9月22日|応天門放火の罪により,伴善男･紀夏井らを配流(応天門の変)
 866年11月11日|韓国/朝鮮|  ||新羅･景文王6年10月|允興がその弟の叔興･季興とともに反逆を謀った/事前に発
   覚して允興らは岱山郡に逃走したが捕縛されて斬刑
 866年12月18日|日本|愛媛県|貞観8年11月8日|宇和郡北部が分立し喜多郡成立
 867年|ｲﾗﾝ|  |||ﾔｰｸｰﾌﾞがｽｨｼﾞｽﾀｰﾝでｻｯﾌｧｰﾙ朝を創始
 867年3月3日|日本|  ||貞観9年1月23日|彗星､紫微宮に見ゆ｡内階を貫き長さ5尺
 867年8月11日|中国|  ||唐･咸通8年7月8日:乙巳|懐州の民が乱を起こし､その刺史の劉仁規を追放
 867年9月23日|ｾﾙﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||農民の子がﾋﾞｻﾞﾝﾃｨﾝ帝国の帝位の座につき､ﾊﾞｼﾚｲｵｽ1世(-886年)となり､ﾏｹﾄﾞﾆｱ
   朝の租となる
 867年11月13日|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||106代教皇聖ﾆｺﾗｳｽ1世死去
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 867年12月14日|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||107代教皇ﾊﾄﾞﾘｱﾉ二世(-872)
 868年|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||ｴｼﾞﾌﾟﾄでﾄﾙｺ人ﾏﾑﾙｰｸのｱﾌﾏﾄﾞがﾄｩﾙｰﾝ朝を創始
 868年|ﾁｭﾆｼﾞｱ/ﾏﾙﾀ|  |||ﾁｭﾆｼﾞｱのｱｸﾞﾗﾌﾞ朝軍がﾏﾙﾀ島を占領
 868年|ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾃﾞｰﾝ人がｲｰｽﾄ･ｱﾝｸﾞﾘｱ(ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ東部)を占領
 868年1月29日|中国|  ||唐･咸通9年|中国で金剛般若経が印刷される(現存する最古の印刷物)
 868年1月29日|韓国/朝鮮|  ||新羅･景文王8年1月|金鋭･金鉉らが反乱を起こして誅殺
 868年7月23日|中国|  ||唐･咸通9年7月|武寧軍節度糧料判官のﾎｳ勛が桂州でそむいた
 868年10月29日|中国|  ||唐･咸通9年10月10日:庚午|ﾎｳ勛が宿州を陥落させた
 868年11月5日|中国|  ||唐･咸通9年10月17日:丁丑|ﾎｳ勛が徐州を陥落させ､観察使の崔彦曾がここに死んだ
 868年11月18日|中国|  ||唐･咸通9年11月|ﾎｳ勛が濠州を陥落させ､刺史の盧望回がここに死んだ
 868年12月18日|中国|  ||唐･咸通9年12月|ﾎｳ勛がが和･ｼﾞｮの二州を陥落させ､ｼﾞｮ州刺史の高錫望がここに死ん
  だ
 868年12月30日|中国|  ||唐･咸通9年12月13日:壬申|戴可師がﾎｳ勛と都梁山で戦い､ここに死んだ
 869年2月5日|日本|  ||貞観10年閏12月20日|新定内外官交替式を施行
 869年2月15日|中国/ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||南詔･法尭1年|南詔が法尭と改元
 869年2月15日|中国|  ||南詔･世隆王11年;唐･咸通10年|南詔軍が四川各地に侵入
 869年5月15日|中国|  ||唐･咸通10年4月|康承訓がﾎｳ勛と柳子で戦い､これを破った
 869年5月15日|日本|  ||貞観11年夏|疫病の災厄除去を祈って祇園祭り始まる(八坂神社/京都府)
 869年5月27日|日本|  ||貞観11年4月13日|藤原氏宗ら｢貞観格十ﾆ巻｣を撰上
 869年7月5日|日本|  ||貞観11年5月22日|新羅の海賊が博多津に来襲
 869年7月9日|日本|  ||貞観11年5月26日|陸奥国大地震起こり多賀城の城郭などが倒れ海水が城下まで流れ込む
   ｡水死者が千人に上る
 869年8月12日|中国/韓国/朝鮮|  ||新羅･景文王9年7月|新羅･景文王:王子の金胤らを唐に派遣
 869年8月25日|日本|  ||貞観11年7月14日|肥後国大風雨
 869年9月10日|ｲﾗｸ|  |||ｻﾞﾝｼﾞｭの乱/ｲﾗﾝ出身のｱﾘｰ･ﾌﾞﾝ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞが､ｻﾞﾝｼﾞｭ(黒人奴隷)を煽動してｱｯﾊﾞｰｽ朝への反
   乱を起こす
 869年9月10日|中国|  ||唐･咸通10年8月|彗星が大陵に出た
 869年9月23日|日本|  ||貞観11年8月14日|太政大臣藤原良房ら｢続日本後紀二十巻｣を撰上
 869年10月15日|日本|  ||貞観11年9月7日|｢新撰貞観格｣を施行
 870年|ﾒｷｼｺ|  |||ﾃｨｶﾙなど古典期ﾏﾔ文明がこのころ謎の消滅
 870年1月9日|日本|  ||貞観11年12月4日|近江国の勢田橋が焼ける
 870年2月3日|中国|  ||唐･咸通10年12月29日:壬子|雲南蛮が嘉州を寇した
 870年2月5日|中国|  ||唐･咸通11年|高昌ｳｲｸﾞﾙ王国が甘粛から粛州へ勢力を拡張
 870年2月5日|中国|  ||南詔･世隆王12年;唐･咸通11年1月|南詔軍が四川の成都を包囲
 870年2月5日|中国|  ||唐･咸通11年1月1日:甲寅|雲南蛮が黎･雅の二州､および成都を寇した
 870年3月1日|日本|  ||貞観12年1月25日|貞観永宝を鋳造
 870年3月7日|中国|  ||唐･咸通11年2月2日:甲申|剣南西川節度副使の王建立が雲南蛮と城北で戦い､ここに死ん
  だ
 870年3月17日|中国|  ||唐･咸通11年2月12日:甲午|剣南東川節度使の顔慶復が雲南蛮と新都で戦い､これを破っ
  た
 870年8月8日|ﾌﾗﾝｽ/ﾄﾞｲﾂ/ｲﾀﾘｱ|  |||中部ﾌﾗﾝｸのﾛｰﾄﾘﾝｹﾞﾝが､ﾒﾙｾﾝ条約によって東西ﾌﾗﾝｸに分割される/ﾛﾀｰﾙ2世の
   後を継いだﾙｲ2世には､ｲﾀﾘｱの領有のみ
 870年8月31日|中国|  ||唐･咸通11年8月|魏博軍が乱を起こし､その節度使の何全?を殺し､その将の韓君雄が留
   後を自称
 870年12月9日|日本|  ||貞観12年11月13日|大宰少弐藤原元利万侶､新羅への通牒の罪で逮捕
 870年12月27日|日本|  ||貞観12年12月2日|上総国で俘囚叛乱
 871年|ｲﾗｸ|  |||ｻﾞﾝｼﾞｭの反乱軍がﾊﾞｽﾗを陥れる
 871年|ｲﾝﾄﾞ/ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||ｼﾝﾄﾞとﾑﾙﾀｰﾝに､ﾑｽﾘﾑの地方王国がおこる
 871年4月|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｳｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王にｪｾｯｸｽ王ｱﾙﾌﾚｯﾄﾞ大王即位(899年)ｳｪｾｯｸｽ王ｴｾﾞﾙｳﾙﾌの息子
 871年5月1日|日本|  ||貞観13年4月8日|出羽国鳥海山噴火
 871年9月13日|日本|  ||貞観13年8月25日|藤原氏宗ら｢貞観式｣を撰上
 871年12月6日|日本|  ||貞観13年10月21日|応天門再建
 871年12月7日|日本|  ||貞観13年10月22日|｢貞観式｣施行
 872年|ﾉﾙｳｪｰ|  |||ﾉﾙｳｪｰ王ﾊｰﾗﾙ1世(美髪王-933年)
 872年|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||ｶｲﾛで最初の病院が建設される
 872年2月13日|中国|  ||渤海･寛明1年|渤海の大玄錫が寛明(-893年)と改元
 872年12月14日|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||107代教皇ﾖﾊﾈ八世(-882年12月16日)
 873年|ｲﾗﾝ|  |||ｻｯﾌｧｰﾙ朝ﾔｰｸｰﾌﾞがﾀｰﾋﾙ朝を滅ぼす
 873年1月1日|日本|  ||貞観14年11月29日|藤原基経が摂政に就任
 873年2月1日|中国|  ||唐･咸通14年1月|沙陀が代北を寇した
 873年5月20日|日本|  ||貞観15年4月20日|多数の皇子や皇女に源姓を与える
 873年7月28日|日本|  ||貞観15年7月1日|日蝕あり､光無し
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 873年8月15日|中国|  ||唐･咸通14年7月19日:辛巳|懿宗皇帝が咸寧殿で崩じた(41)/僖宗が皇帝位についた
 873年11月2日|日本|  ||貞観15年10月9日|左右坊城使を復す
 873年11月26日|日本|  ||貞観15年11月3日|太政官庁完成
 874年|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾚﾝｶﾞｰﾘｵ､ﾌﾘｳﾘ公に
 874年|ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ|  |||ﾉﾙﾏﾝ人ｳﾞｧｲｷﾝｸﾞがｱｲｽﾗﾝﾄﾞへ多量移住を開始
 874年1月4日|中国|  ||唐･咸通14年12月12日:癸卯|雲南蛮が黎州を寇した
 874年5月8日|日本|  ||貞観16年4月19日|淳和院火災
 874年6月18日|韓国/朝鮮|  ||新羅･景文王14年5月|近宗が反乱を起こして宮中まで至り王は近衛兵を派遣して
  撃破
 874年7月17日|日本|  ||貞観16年6月|理源大師聖宝,笠取山に准胝･如意輪観音を安置し醍醐寺創建(京都府京都
   市)<真言宗醍醐派大本山>
 874年12月17日|中国|  ||唐･乾符1年11月5日:庚寅|唐･僖宗が乾符(-879年11月)と改元
 875年|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||ｻﾏﾙｶﾝﾄﾞ知事ﾅｽﾙがｱﾝﾅﾌﾙを支配しｻｰﾏｰﾝ朝を創始
 875年|ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ|  |||ﾉﾙﾏﾝ人ｳﾞｧｲｷﾝｸﾞがｱｲｽﾗﾝﾄﾞに大量移住を始める
 875年1月11日|中国|  ||唐･乾符1年12月|党項･回鶻が天徳軍を寇した/雲南蛮が黎･雅の二州を寇し､河西･河東･
   山南東道･東川の兵が雲南を討伐
 875年3月9日|日本|  ||貞観17年1月28日|冷然院火災
 875年6月5日|中国|  ||唐･乾符2年4月28日:庚辰|浙西突陣の将の王郢がそむいた
 875年6月5日|日本|  ||貞観17年4月28日|卯刻､白彗東北に現る｡赤色をし芒角をなす
 875年6月8日|日本|  ||貞観17年5月2日|彗星､長さ丈余
 875年6月16日|日本|  ||貞観17年5月10日|下総国で俘囚が叛乱/常陸･上総･武蔵･下野諸国に命じ､鎮圧させる
 875年7月7日|中国|  ||唐･乾符2年6月|幽州の将の李茂勲がその節度使の張公素を追放し､留後を自称
 875年7月7日|中国|  ||唐･乾符2年6月|濮州の賊の王仙芝･尚君長が曹･濮の二州を陥落させ､河南諸鎮の兵がこ
   れを討った/私塩商人の黄巣が王仙芝の反乱に呼応(黄巣の乱)
 875年8月12日|韓国/朝鮮|  ||新羅･景文王15年7月8日|新羅の景文王死去,第49代憲康王が王位に就いた
 875年8月25日|ﾌﾗﾝｽ/ｲﾀﾘｱ|  |||ﾙﾄﾞｳﾞｨｰｺ2世死去｡ｶﾙﾛ2世がｲﾀﾘｱに侵攻して同地を併合し､西ﾛｰﾏ皇帝に即位
 876年3月24日|日本|  ||貞観18年2月25日|淳和天皇太皇太后正子内親王の請により嵯峨院を大覚寺とする
 876年5月7日|日本|  ||貞観18年4月10日|大極殿･小安殿･延休殿などが炎上
 876年7月25日|中国/韓国/朝鮮|  ||新羅･憲康王2年7月|新羅･憲康王:唐に対して使者を送って貢納
 876年7月30日|中国|  ||新羅･憲康王2年7月6日:辛巳|鎮海軍節度使の裴ｷｮが王郢と戦い､これを破った
 876年8月28日|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾄﾞｲﾂ人王ﾙｰﾄﾞｳﾞｨｯﾋ2世死去/72歳(誕生:0804)東ﾌﾗﾝｸはﾄﾞｲﾂ人王ﾙｰﾄﾞｳﾞｨｯﾋ2世の3人の
   子によって分割相続/東ﾌﾗﾝｸ王ｶｰﾙﾏﾝ即位(-880年)
 876年9月22日|中国|  ||唐･乾符3年9月1日:乙亥|朔､日食があった
 876年9月23日|中国|  ||唐･乾符3年9月2日:丙子|王仙芝が汝州を陥落させ､刺史の王鐐を捕らえた
 876年11月20日|中国|  ||唐･乾符3年11月|王仙芝が郢･復の二州を陥落させた
 876年12月18日|日本|  ||貞観18年11月29日|第56代清和天皇譲位/皇太子貞明親王受禅/貞観19年1月3日57代陽
   成天皇として即位
 876年12月20日|中国|  ||唐･乾符3年12月|王仙芝が申･光･廬･寿･通･舒の六州を陥落させた
 877年|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ|  |||ｶﾝﾎﾞｼﾞｱでｲﾝﾄﾞﾗｳﾞｧﾙﾏﾝ1世が即位､ﾊﾘﾊﾗﾔを王都とする
 877年|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王ｴｲ(-878年)ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾝ2世の弟
 877年|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||ﾄｩｰﾙｰﾝ朝のｱﾌﾏﾄﾞがｼﾘｱを平定
 877年1月18日|中国/ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||南詔･法尭9年|南詔12代･隆舜が即位(-897)
 877年2月17日|中国|  ||唐･乾符4年2月|王仙芝が鄂州を陥落させた
 877年3月19日|中国|  ||唐･乾符4年閏2月|昭義軍が乱を起こし､その節度使の高湜を追放
 877年4月17日|中国|  ||唐･乾符4年3月|宛句の賊の黄巣がｳﾝ･沂の二州を陥落させ､天平軍節度使の薛崇がここ
   に死んだ
 877年5月17日|中国|  ||唐･乾符4年4月|この月､陝州軍が乱を起こし､その観察使の崔碣を追放/江西の賊の柳彦
   璋が江州を陥落させ､その刺史の陶祥を捕らえた
 877年5月17日|中国|  ||唐･乾符4年4月|高安制置使の鍾伝が撫州を陥落させた
 877年5月17日|中国/日本|  ||貞観19年;唐･乾符4年4月1日:壬申|朔､日食があった
 877年6月1日|日本|  ||元慶1年4月16日|貞観から元慶に改元
 877年9月11日|中国|  ||唐･乾符4年8月|黄巣が隋州を陥落させ､刺史の崔休徴を捕らえた
 877年10月6日|ﾌﾗﾝｽ|  |||西ﾛｰﾏ皇帝(西ﾌﾗﾝｸ王)ｶｰﾙ2世(禿頭王)(ｼｬﾙﾙ2世)死去/54歳(誕生:08230613)子のﾙｲ2世(
   吃音王)が継いだ(-879年)
 877年10月6日|ｲﾀﾘｱ|  |||ｶﾙﾛ2世死去/ﾙﾄﾞｳﾞｨｰｺ1世の息子ｶﾙﾛﾏﾝﾉ､ｲﾀﾘｱ王に
 877年10月11日|中国|  ||唐･乾符4年9月|塩州の軍が乱を起こし､その刺史の王承顔を追放
 877年10月11日|中国|  ||唐･乾符4年9月|沙陀が雲･朔二州を寇した
 877年11月9日|中国|  ||唐･乾符4年10月|河中軍が乱を起こし､その節度使の劉侔を追放
 877年12月9日|中国|  ||唐･乾符4年11月|尚君長が降り､宋威がこれを殺した
 878年|ｲﾀﾘｱ|  |||ｲｽﾗﾑ軍がｼｼﾘｰ島のｼﾗｸｻを占領
 878年|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｳｪｾｯｸｽ王国ｱﾙﾌﾚｯﾄﾞはｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ東部のﾃﾞｰﾝ人から攻撃を受けていたがｴﾃﾞｨﾝﾄﾝ付近でこれを破
  った
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 878年|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王ﾖｰｶ(-889年)ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾝ2世の孫
 878年1月7日|中国|  ||唐･乾符4年12月|安南の戍兵が乱を起こし､桂管観察使の李ｻﾝを追放
 878年1月7日|中国|  ||唐･乾符4年12月|江州刺史の劉秉仁が柳彦璋と戦い､これを破った
 878年2月6日|中国|  ||南詔･貞明1年|南詔の隆舜が貞明と改元(-897)
 878年2月6日|中国|  ||南詔･隆舜王1年;唐･乾符5年|南詔軍が四川の成都を包囲
 878年2月6日|中国|  ||唐･乾符5年1月1日:丁酉|王仙芝が江陵外郛を陥落させた
 878年2月11日|中国|  ||唐･乾符5年1月6日:壬寅|曾元裕が王仙芝と申州で戦い､これを破った
 878年3月8日|中国|  ||唐･乾符5年2月|王仙芝が湖北の黄梅で敗死/黄巣の乱の指導者
 878年3月8日|中国|  ||唐･乾符5年2月|王仙芝の将の王重隠が饒州を陥落させ､刺史の顔標がここに死んだ
 878年3月8日|中国|  ||唐･乾符5年2月|江西の賊の徐唐ｷｮが洪州を陥落させた
 878年3月20日|中国|  ||唐･乾符5年2月13日:己卯|李克用が遮虜軍を寇した
 878年4月7日|中国|  ||唐･乾符5年3月|黄巣が濮州を陥落させ､河南を寇した
 878年4月7日|中国|  ||唐･乾符5年3月|湖南軍が乱を起こし､その観察使の崔瑾を追放
 878年4月21日|日本|  ||元慶2年3月15日|元慶の乱/出羽で夷俘が反乱を起こして､秋田城が急襲される
 878年5月6日|中国|  ||唐･乾符5年4月|徐唐ｷｮが処刑された
 878年5月6日|中国|  ||唐･乾符5年4月|饒州の将の彭令璋が饒州で勝利し､刺史を自称
 878年9月1日|中国|  ||唐･乾符5年8月|黄巣が杭州を陥落させた
 878年9月1日|中国|  ||唐･乾符5年8月|大同軍節度使の李国昌がｶ嵐軍を陥落させた
 878年9月30日|中国|  ||唐･乾符5年9月|黄巣が越州を陥落させ､観察使の崔琢を捕らえた
 878年9月30日|中国|  ||唐･乾符5年9月|鎮海軍の将の張ﾘﾝが越州で勝利
 878年10月28日|日本|  ||元慶2年9月29日|関東諸国で地震/相模･武蔵が特にひどく,5～6日震動が止まらなかっ
   た/圧死多数
 879年|ｸﾛｱﾁｱ|  |||ｳﾞﾗﾆﾐﾙがｸﾛｱﾁｱ統一を進め､ﾛｰﾏ教皇から独立国家として認められた
 879年|ﾛｼｱ|  |||ｵﾚｰｸﾞの治世の開始
 879年|ｲﾀﾘｱ|  |||ｶﾙﾛ3世､ﾗｳﾞｪﾝﾅで戴冠しｲﾀﾘｱ王に
 879年|ｲﾀﾘｱ|  |||ｸﾞｲｰﾄﾞ3世がｽﾎﾟﾚｰﾄ公に
 879年|ﾌﾗﾝｽ/ｲﾀﾘｱ|  |||ﾙｲ3世(-882年)ｶﾙﾛﾏﾝ(-884年)西ﾌﾗﾝｸ王即位
 879年1月9日|中国|  ||唐･乾符5年12月13日:甲戌|黄巣が福州を陥落させた
 879年1月15日|中国|  ||唐･乾符5年12月19日:庚辰|崔季康･李鈞が李克用と洪谷で戦い､敗れた
 879年2月25日|中国|  ||唐･乾符6年2月|河東軍で乱が起こり､その節度使の崔季康を殺した
 879年4月25日|中国|  ||唐･乾符6年4月1日:庚申|朔､日食があった
 879年5月25日|中国|  ||唐･乾符6年5月|黄巣が広州を陥落させ､嶺南東道節度使の李迢を捕らえ､安南を陥落さ
  せた
 879年6月24日|韓国/朝鮮|  ||新羅･憲康王5年6月|信弘が反乱を起こして誅殺された
 879年10月14日|日本|  ||元慶3年9月25日|鴨川唐橋焼失
 879年10月26日|日本|  ||元慶3年10月8日|大極殿復興
 879年11月18日|中国|  ||唐･乾符6年閏10月|黄巣が潭･ﾚｲの二州を陥落させ､ﾚｲ州刺史の李絢がここに死んだ
 879年12月19日|日本|  ||元慶3年11月3日|摂政藤原基経ら｢日本文徳天皇実録｣を撰上
 879年12月22日|中国|  ||唐･乾符6年11月6日:辛酉|黄巣が江陵を陥落させ､李迢を殺した
 880年|ﾄﾞｲﾂ|  |||東ﾌﾗﾝｸ王ｶｰﾙ3世(肥満王)即位(-887年)
 880年|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾅﾊﾞｰﾗ王国ﾌｫﾙﾄｩﾝ･ｶﾞﾙｾｽ即位(-905)
 880年|ﾌﾗﾝｽ/ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾘﾌﾞﾓﾝ条約を締結し､東西のﾌﾗﾝｸ王国の境界を確定
 880年1月7日|中国|  ||唐･乾符6年11月22日:丁丑|山南東道節度使の劉巨容が黄巣と荊門で戦い､これを破った
 880年1月19日|日本|  ||元慶3年12月4日|畿内五ヶ国に官田四千町を設ける(元慶官田)
 880年1月22日|中国|  ||唐･乾符6年12月7日:壬辰|山南東道節度使の劉巨容が黄巣に江陵で勝利した
 880年2月14日|日本|  ||元慶4年1月|出羽の夷俘の反乱が収る(元慶の乱の終結)
 880年2月14日|中国|  ||唐･廣明1年1月1日:乙卯|唐･僖宗が広明(-881年7月)と改元
 880年3月8日|中国|  ||唐･廣明1年1月24日:戊寅|淮南の将の張ﾘﾝが黄巣と大雲倉で戦い､これを破った
 880年3月16日|中国|  ||唐･廣明1年2月2日:丙戌|李国昌が忻･代二州を寇した
 880年3月28日|中国|  ||唐･廣明1年2月14日:戊戌|河東軍が乱を起こし､その節度使の康伝圭を殺した
 880年5月31日|中国|  ||唐･廣明1年4月19日:壬寅|張ﾘﾝが饒州で勝利
 880年6月12日|中国|  ||唐･廣明1年5月|泰寧軍の将の劉漢宏がそむいた
 880年6月12日|中国|  ||唐･廣明1年5月|張ﾘﾝが黄巣と信州で戦い､ここに死んだ
 880年7月9日|日本|  ||元慶4年5月28日|在原業平没(56)
 880年7月11日|中国|  ||唐･廣明1年6月|黄巣が睦･ﾌﾞ･宣の三州を陥落させた/江華の賊の蔡結が道州を陥落させ
   た/宿州の賊の魯景仁が連州を陥落させた
 880年8月10日|中国|  ||唐･廣明1年7月|黄巣がｼﾞｮ･和の二州を陥落させた
 880年8月28日|中国|  ||唐･廣明1年7月19日:辛未|李可挙が李国昌と薬兒嶺で戦い､これを破った
 880年8月28日|中国|  ||唐･廣明1年7月19日:辛未|劉漢宏が降った
 880年9月17日|中国|  ||唐･廣明1年8月10日:辛卯|昭義軍で乱があり､その節度使の李鈞を殺した
 880年11月6日|中国|  ||唐･廣明1年10月|黄巣が申州を陥落させた
 880年12月6日|中国|  ||唐･廣明1年11月|黄巣が汝州を陥落させた
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 880年12月13日|日本|  ||元慶4年11月8日|藤原基経が関白となる
 880年12月22日|中国|  ||唐･廣明1年11月17日:丁卯|東都留守の劉允章が叛いて黄巣についた
 880年12月27日|中国|  ||唐･廣明1年11月22日:壬申|黄巣がｶｸ州を陥落させた
 881年|ｲﾀﾘｱ|  |||ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国元首ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾊﾟﾙﾃﾁﾊﾟﾂｨｵ二世(-886年)
 881年|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||ﾊﾝｶﾞﾘｰ人がｵｽﾄﾏﾙｸへ侵入
 881年1月4日|中国|  ||唐･広明1年;斉･王霞3年12月|黄巣が長安を占領し､ついで帝位に就いて国号を大斉と
 881年1月6日|中国|  ||唐･廣明1年12月3日:壬午|黄巣が潼関を陥落させた
 881年1月7日|日本|  ||元慶4年12月4日|第56代天皇･清和上皇死去/31歳(誕生:嘉祥3(850)0325)
 881年1月10日|中国|  ||唐･廣明1年12月7日:丙戌|黄巣が京師を陥落させた
 881年1月10日|中国|  ||唐･廣明1年12月7日:丙戌|左金吾衛大将軍の張直方が武官を率いて叛いて黄巣についた
 881年1月20日|中国|  ||唐･廣明1年12月17日:丙申|河陽節度使の諸葛爽が叛いて黄巣についた
 881年1月24日|中国|  ||唐･廣明1年12月21日:庚子|広徳公主･豆盧ﾃﾝ･崔沆･尚書左僕射の劉ｷﾞｮｳ･右僕射の于琮･
   太子少師の裴ｼﾝ･御史中丞の趙濛･刑部侍郎の李溥･京兆尹の李湯が黄巣のために死んだ
 881年2月3日|日本|  ||元慶5年|この年､在原行平が奨学院を創始
 881年2月12日|ﾄﾞｲﾂ/ｲﾀﾘｱ|  |||東ﾌﾗﾝｸのｶｰﾙ3世がｲﾀﾘｱに遠征して戴冠し､帝位につく
 881年3月4日|中国|  ||唐･廣明2年2月1日:己卯|鳳翔節度使の鄭畋が黄巣と龍尾坡で戦い､これを破った
 881年3月4日|中国|  ||唐･廣明2年2月1日:己卯|ﾋﾝ寧の将の王ﾊﾞｲがﾋﾝ州を陥落させた
 881年4月3日|中国|  ||唐･廣明2年3月|この月､諸葛爽が河陽をもって降った
 881年4月5日|中国|  ||唐･廣明2年3月3日:辛亥|黄巣が鄧州を陥落させ､刺史の趙戎を捕らえた
 881年5月2日|中国|  ||唐･廣明2年4月1日:戊寅|程宗楚および朔方軍節度使の唐弘夫が黄巣と咸陽で戦い､これ
   を破った
 881年6月1日|中国|  ||唐･廣明2年5月|この月､楊復光が鄧州を落とした
 881年6月9日|中国|  ||唐･廣明2年5月9日:丙辰|李克用が太原を寇し､振武軍節度使の契ﾋﾂ璋がこれを破った
 881年6月30日|中国|  ||唐･廣明2年6月|ﾎﾞｳの賊の鍾季文が明州を陥落させた
 881年7月14日|中国|  ||唐･廣明2年6月15日:辛卯|ﾋﾝ寧節度副使の朱ｺｳが黄巣と興平で戦い､敗れた
 881年7月29日|中国|  ||唐･廣明2年6月30日:丙午|李克用が忻･代の二州を陥落させた
 881年8月3日|ﾌﾗﾝｽ|  ||7月5日|西ﾌﾗﾝｸのﾙｲ3世が､ｿﾝﾑ川流域のｳﾞｧｲｷﾝｸﾞに大勝
 881年8月9日|中国|  ||唐･中和1年7月11日:丁巳|唐･僖宗が中和(-885年3月)と改元
 881年8月18日|中国|  ||唐･中和1年7月20日:丙寅|神策軍の将の郭琪がそむき､処刑された
 881年8月29日|中国|  ||唐･中和1年8月|昭義軍節度使の高潯が黄巣と石橋で戦い､敗れ､十将の成麟が高潯を殺
   し､ﾛ州に入った
 881年9月10日|中国|  ||唐･中和1年8月13日:己丑|多くの星が成都に落ちた
 881年9月27日|中国|  ||唐･中和1年9月1日:丙午|臨海の賊の杜雄が台州を陥落させた
 881年9月27日|中国|  ||唐･中和1年9月1日:丙午|ﾌ延節度使の李孝章･夏綏銀節度使の拓抜思恭が黄巣と東渭橋
   で戦い､敗れた
 881年10月20日|中国|  ||唐･中和1年9月24日:己巳|永嘉の賊の朱褒が温州を陥落させた
 881年11月25日|中国|  ||唐･中和1年11月|遂昌の賊の盧約が処州を陥落させた
 882年|ﾛｼｱ/ｳｸﾗｲﾅ|  |||ﾘｭｰﾘｸの子ｲｰｺﾞﾘは一族ｵﾚｰｸﾞの助けによりﾄﾞﾆｴﾌﾟﾙ川中流の交易都市ｷｴﾌを征服し､ｷｴﾌをﾙ
   ｰｼの中心に定めた
 882年1月20日|ﾄﾞｲﾂ/ｲﾀﾘｱ|  |||ﾙｰﾄﾞｳﾞｨﾋ3世(東ﾌﾗﾝｸ王)少年王死去
 882年1月23日|中国|  ||南詔･承智1年|南詔が承智と改元
 882年3月23日|中国|  ||唐･中和2年3月|李克用が蔚州を陥落させた
 882年3月23日|中国|  ||唐･中和2年3月|ｷｮｳ州蛮の阡能が叛き､西川の部将の楊行遷がこれを討った
 882年6月20日|中国|  ||唐･中和2年6月|楊行遷が阡能と乾溪で戦い､敗れた
 882年7月19日|中国|  ||唐･中和2年7月|撫州刺史の鍾伝が洪州を陥落させ､江西観察使の高茂卿が江州に逃れた
 882年10月3日|中国|  ||唐･中和2年8月18日:丁巳|魏博節度使の韓簡が孟州を陥落させた
 882年10月16日|中国|  ||唐･中和2年9月|この月､嶺南西道軍が乱を起こし､その節度使の張従訓を追放
 882年11月1日|中国|  ||唐･中和2年9月17日:丙戌|黄巣軍の朱全忠が唐に降伏し､唐側の将軍として黄巣軍を討
  伐開始
 882年11月15日|中国|  ||唐･中和2年10月|諸葛爽が孟州を陥落させた
 882年11月15日|中国|  ||唐･中和2年10月|嵐州刺史の湯群が沙陀をつれてそむいた/韓簡がｳﾝ州を寇し､天平軍
   節度使の曹全ﾃｲがここで死に､部将の崔用が留後を自称
 882年12月|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||109代教皇ﾏﾘﾉ一世(-884年5月15日)
 882年12月14日|中国|  ||唐･中和2年11月|荊南軍が乱を起こし､衙将の陳儒が留後を自称
 882年12月16日|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||108代ﾛｰﾏ教皇ﾖﾊﾈｽ8世側近により暗殺
 882年12月21日|中国|  ||唐･中和2年11月8日:丙子|湯群が処刑された
 883年2月2日|日本|  ||元慶6年12月21日|葛野郡嵯峨野での狩猟禁止
 883年3月13日|中国|  ||唐･中和3年2月|魏博軍が乱を起こし､その節度使の韓簡を殺し､その将の楽彦禎が留後
   を自称
 883年3月21日|日本|  ||元慶7年2月9日|上総国市原郡で俘囚叛乱
 883年4月16日|中国|  ||唐･中和3年3月6日:壬申|李克用が黄巣と零口で戦い､これを破った
 883年5月18日|中国|  ||唐･中和3年4月8日:甲辰|李克用がまた黄巣を渭南で破った
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 883年5月20日|中国|  ||唐･中和3年4月10日:丙午|李克用が京師を奪回
 883年6月9日|中国|  ||唐･中和3年5月|奉国軍節度使の秦宗権がそむいて黄巣についた
 883年6月9日|中国|  ||唐･中和3年5月|淮南の将の張?が復州を陥落させた
 883年8月11日|ｲﾗﾝ|  ||7月5日|ﾑﾊﾝﾏﾄﾞが逃亡し自殺/ｻﾝｼﾞｭの乱が鎮圧される
 883年9月5日|中国|  ||唐･中和3年8月|黄巣･秦宗権が陳州を寇した
 883年9月5日|中国|  ||唐･中和3年8月|淮南の将の韓師徳が岳州を陥落させた
 883年11月4日|中国|  ||唐･中和3年10月|全椒の賊の許勍がｼﾞｮ州を陥落させた/李克用がﾛ州を陥落させ､刺史の
   李殷鋭がここに死んだ
 883年12月12日|中国|  ||唐･中和3年11月9日:壬申|剣南西川行軍司馬の高仁厚が阡能とｷｮｳ州で戦い､これを破
  った
 884年|ﾌﾗﾝｽ/ｲﾀﾘｱ|  |||ｶｰﾙ3世(肥満王)西ﾌﾗﾝｸ王即位(-887年)
 884年2月1日|中国|  ||唐･中和4年|拓跋思恭がﾀﾝｸﾞｰﾄの覇権を確立し､ｵﾙﾄﾞｽの節度使を拝命
 884年2月1日|中国|  ||唐･中和4年1月|ﾌﾞ州の将の王鎮がその刺史の黄碣を捕らえ､叛いて董昌についた
 884年3月1日|中国|  ||唐･中和4年2月|浦陽の将の蒋?がﾌﾞ州を陥落させた
 884年3月1日|中国|  ||唐･中和4年2月|王鎮が処刑された
 884年3月4日|日本|  ||元慶8年2月4日|第57代陽成天皇が退位
 884年3月5日|日本|  ||元慶8年2月5日|58代光孝天皇践祚/2月23日即位
 884年4月2日|中国|  ||唐･中和4年3月3日:甲子|剣南東川節度副大使の楊師立がそむき､西川節度使の陳敬ｾﾝが
   西川･東川･山南西道都指揮招討使となった
 884年4月2日|中国|  ||唐･中和4年3月3日:甲子|前杭州刺史の路審中が鄂州を陥落させた
 884年5月15日|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||109代教皇ﾏﾘﾇｽ1世死去
 884年5月17日|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||110代教皇聖ﾊﾄﾞﾘｱﾉ三世(-885年8月か9月)
 884年5月29日|中国|  ||唐･中和4年5月1日:辛酉|朱全忠が黄巣と戦い､これを破った
 884年6月8日|中国|  ||唐･中和4年5月11日:辛未|河東節度使の李克用が黄巣と宛句で戦い､これを破った
 884年7月19日|日本|  ||元慶8年6月23日|郡司百姓が石見守を襲撃し印･駅鈴等を奪う
 884年7月28日|中国|  ||唐･中和4年7月3日:辛酉|楊師立が処刑された
 884年8月18日|中国|  ||唐･中和4年7月24日:壬午|黄巣が処刑された
 884年8月28日|日本|  ||元慶8年8月4日|戌より子に至り､小星四方に流散し､雨の如く墜ちる
 884年9月23日|中国|  ||唐･中和4年9月|山南西道節度使の鹿晏弘がそむいた
 884年11月22日|中国|  ||唐･中和4年11月|鹿晏弘が許州を陥落させ､節度使の周岌を殺して､留後を自称
 885年|ﾌﾗﾝｽ/ﾄﾞｲﾂ|  |||東ﾌﾗﾝｸのｶｰﾙ三世肥満王が西ﾌﾗﾝｸの支配権も獲得
 885年|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾊﾟｯﾗｳﾞｧ朝がｼｭﾘｰﾌﾞﾗﾝﾋﾞｬﾑでﾊﾟｰﾝﾃﾞｨｱ朝を破る
 885年|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾌﾟﾗﾃｨﾊｰﾗ朝のﾏﾍｰﾝﾄﾞﾗが即位
 885年1月20日|中国|  ||唐･中和5年1月|この月､王緒が汀･ｼｮｳの二州を陥落させた/南康の賊の盧光稠が虔州を
   陥落させた
 885年2月5日|日本|  ||元慶9年1月17日|参議以下の貂裘着用を禁止
 885年2月12日|中国|  ||唐･中和5年1月24日:庚辰|荊南軍の将の成ｾﾞｲが帰州を陥落させた
 885年3月11日|日本|  ||仁和1年2月21日|元慶から仁和に改元
 885年4月2日|中国|  ||唐･光啓1年3月14日:己巳|唐･僖宗が光啓(-888年1月)と改元
 885年5月18日|中国|  ||唐･光啓1年4月|呉迥が処刑された
 885年5月18日|中国|  ||唐･光啓1年4月|秦宗権が襄州を陥落させ､山南東道節度使の劉巨容が成都に逃れた/武
   当の賊の馮行襲が均州を陥落させ､その刺史の呂燁を追放
 885年7月16日|中国|  ||唐･光啓1年6月|幽州盧龍軍が乱を起こし､その節度使の李可挙を殺し､その将の李全忠
   が留後を自称
 885年7月24日|中国|  ||唐･光啓1年6月9日:壬戌|秦宗権が東都を陥落させた
 885年7月25日|ﾌﾗﾝｽ|  |||ｳﾞｧｲｷﾝｸﾞの首長のﾛﾛが､ﾙｰｱﾝを占拠
 885年8月14日|中国|  ||唐･光啓1年7月|義昌軍が乱を起こし､その節度使の楊全ｺｳを追放し､衙将の盧彦威が留
   後を自称
 885年9月|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||110代教皇ｽﾃﾌｧﾉ五世(六世)(-891年9月14日)
 885年10月12日|中国|  ||唐･光啓1年9月|河中節度使の王重栄がそむき､ﾋﾝ寧節度使の朱ｺｳがこれを討った
 885年11月12日|中国|  ||唐･光啓1年10月2日:癸丑|朱全忠が秦宗権と双丘で戦い､敗れた
 885年11月24日|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾉﾙﾏﾝ(ﾃﾞｰﾝ人)の船団がｾｰﾇ川をさかのぼってﾊﾟﾘに侵攻/ﾊﾟﾘは屈しなかった(ﾊﾟﾘの戦
   い)
 885年12月10日|中国|  ||唐･光啓1年11月|河東節度使の李克用が叛いて王重栄につき､王重栄と李克用が同州を
   寇して､刺史の郭璋がここに死んだ
 886年|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||後ｳﾏｲﾔ朝ｱﾐｰﾙ:ﾑﾝｼﾞﾙ(-888年)
 886年|ﾄﾙｺ|  |||東ﾛｰﾏ帝国皇帝ﾚｵｰﾝ6世｢ﾌｨﾛｿﾌｫｽ｣(-912年)
 886年|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｳｪｾｯｸｽ王国ｱﾙﾌﾚｯﾄﾞはﾃﾞｰﾝ人からﾛﾝﾄﾞﾝを奪還することに成功
 886年1月31日|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾃﾞｰﾝ勢が再びﾊﾟﾘに襲いかかる/ﾊﾟﾘは司教ｺﾞｽﾞﾗﾝらの指揮のもと良く戦うが､2月6日ま
   での戦闘でやがてﾃﾞｰﾝ人に包囲される
 886年1月31日|中国|  ||唐･光啓1年12月23日:癸酉|朱ｺｳが王重栄･李克用と沙苑で戦い､敗れた
 886年2月2日|中国|  ||唐･光啓1年12月25日:乙亥|李克用が京師を侵した
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 886年2月8日|中国|  ||南詔･大同1年|南詔が大同と改元
 886年2月8日|中国|  ||唐･光啓2年1月1日:辛巳|鎮海軍の将の張郁が常州を陥落させた
 886年2月20日|中国|  ||唐･光啓2年1月13日:癸巳|朱ｺｳが叛き､鳳翔を寇した
 886年4月10日|中国|  ||唐･光啓2年3月3日:壬午|遂州刺史の鄭君雄が漢州を陥落させた
 886年4月20日|日本|  ||仁和2年3月13日|東寺の新造塔に落雷焼失
 886年6月13日|中国|  ||唐･光啓2年5月8日:丙戌|武寧軍の将の丁従実が常州を陥落させ､その刺史の張郁を追放
 886年7月6日|中国|  ||唐･光啓2年6月|衡州刺史の周岳が潭州を陥落させ､節度使を自称
 886年8月4日|中国|  ||唐･光啓2年7月|秦宗権が許州を陥落させ､忠武軍節度使の鹿晏弘がここに死んだ
 886年8月8日|韓国/朝鮮|  ||新羅･憲康王12年7月5日|新羅の憲康王死去,第50代定康王(王弟の晃)が王位に就い
  た
 886年9月2日|中国|  ||唐･光啓2年8月|王潮が泉州を陥落させ､刺史の廖彦若がここに死んだ
 886年10月3日|中国|  ||唐･光啓2年9月2日:戊寅|静難軍の将の王行瑜が興･鳳の二州を陥落させた
 886年10月31日|中国|  ||唐･光啓2年10月|この月､神策行営先鋒使の満存が興･鳳の二州を落とした/感義軍節度
   使の楊晟が文州を陥落させた/武寧軍の将の張雄が蘇州を陥落させた
 886年10月31日|中国|  ||唐･光啓2年10月1日:丙午|嗣襄王李ｳﾝが自ら立って皇帝となり､皇帝を尊んで太上元皇
   聖帝とした
 886年10月31日|中国|  ||唐･光啓2年10月1日:丙午|朱全忠が滑州を陥落させ､義成軍節度使の安師儒を捕らえた
 886年11月10日|中国|  ||唐･光啓2年10月11日:丙辰|杭州刺史の董昌が越州を攻め､浙東観察使の劉漢宏が台州
   に逃れた
 886年12月24日|中国|  ||唐･光啓2年11月25日:庚子|秦宗権が鄭州を陥落させた
 886年12月30日|中国|  ||唐･光啓2年12月2日:丙午|台州刺史の杜雄が劉漢宏を捕らえ､董昌を降した
 887年|ｲﾀﾘｱ|  |||ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国元首ﾋﾟｴﾄﾛ･ｶﾝﾃﾞｨｱｰﾉ一世(-887年)
 887年1月9日|中国|  ||唐･光啓2年12月12日:丙辰|朱ｺｳが処刑された
 887年1月10日|中国|  ||唐･光啓2年12月13日:丁巳|秦宗権が孟州を陥落させ､諸葛仲方がﾍﾞﾝ州に逃れた
 887年1月10日|中国|  ||唐･光啓2年12月13日:丁巳|李ｳﾝが処刑された
 887年1月28日|韓国/朝鮮|  ||新羅･定康王2年1月|漢州の金蕘が反乱を起こし王は派兵して金蕘を誅殺させた
 887年3月29日|日本|  ||仁和3年3月|宇多天皇,仁和寺創建<真言宗御室派総本山/京都府>
 887年4月27日|中国|  ||唐･光啓3年4月1日:甲辰|六合鎮遏使の徐約が蘇州を陥落させ､その刺史の張雄を追放
 887年5月17日|中国|  ||唐･光啓3年4月21日:甲子|淮南兵馬使の畢師鐸が揚州を陥落させ､その節度使の高駢を
   捕らえた
 887年6月5日|中国|  ||唐･光啓3年5月10日:癸未|秦宗権が鄭州を陥落させた
 887年6月9日|日本|  ||仁和3年5月14日|韓(唐)橋に初めて橋守を2人設置
 887年6月25日|中国|  ||唐･光啓3年6月|秦宗権が孟州を陥落させ､河陽の将の李罕之が孟州に入り､張全義が東
   都に入った
 887年7月1日|中国|  ||唐･光啓3年6月7日:己酉|鳳翔節度使の李昌符がそむいた
 887年7月24日|中国|  ||唐･光啓3年7月|李昌符が処刑された
 887年7月28日|韓国/朝鮮|  ||新羅･定康王2年7月5日|新羅の定康王は病で死去,真聖女王(妹の曼)が即位
 887年8月22日|日本|  ||仁和3年7月30日|五畿･七道で地震/京都で民家･官舎の倒潰多く,圧死多数/津波が沿岸
   を襲い溺死多数
 887年8月23日|中国|  ||唐･光啓3年8月1日:壬寅|謝殷が処刑された
 887年8月23日|中国|  ||唐･光啓3年8月1日:壬寅|朱全忠が亳州を陥落させた
 887年9月2日|中国|  ||唐･光啓3年8月11日:壬子|朱全忠が曹州を陥落させ､刺史の丘弘礼がここに死んだ
 887年9月17日|日本|  ||仁和3年8月26日|58代天皇光孝天皇､死去/58歳(誕生:天長7(830))皇太子定省親王践祚/
   11月17日59代宇多天皇として即位
 887年10月21日|中国|  ||唐･光啓3年10月|この月､秦宗権の将の孫儒が揚州を寇した
 887年10月27日|中国|  ||唐･光啓3年10月7日:丁未|朱全忠が濮州を陥落させた
 887年11月3日|中国|  ||唐･光啓3年10月14日:甲寅|杭州刺史の銭鏐が常州を陥落させた
 887年11月21日|中国|  ||唐･光啓3年11月3日:壬申|廬州刺史の楊行密が揚州を陥落させ､秦彦･畢師鐸が孫儒の
   もとに逃れた
 887年12月9日|日本|  ||仁和3年11月21日|太政大臣藤原基経が関白となる(人臣関白の初め)
 887年12月11日|ﾄﾞｲﾂ|  |||東ﾌﾗﾝｸ王ｶｰﾙ3世が廃位され､ｱﾙﾇﾙﾌ即位(-899年)
 888年|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||後ｳﾏｲﾔ朝ｱﾐｰﾙ:ｱﾌﾞﾄﾞ･ｱｯﾗｰﾌ(-912年)
 888年|ｲﾀﾘｱ|  |||ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国元首ﾋﾟｴﾄﾛ･ﾄﾘﾌﾞｰﾉ(-912年)
 888年|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾌﾘｳﾘ公ﾍﾞﾚﾝｶﾞｰﾘｵ1世､ｲﾀﾘｱ王に
 888年|ﾄﾙｺ|  |||ﾋﾞｻﾞﾝﾃｨﾝ帝国法令集の｢ﾊﾞｼﾘｶ｣が発布
 888年1月18日|ﾌﾗﾝｽ/ｲﾀﾘｱ|  |||西ﾛｰﾏ皇帝､西ﾌﾗﾝｸ王ｶｰﾙ3世(肥満王)死去/(誕生:0839)
 888年2月10日|中国|  ||唐･光啓3年12月25日:癸巳|淮西の将の趙徳ｷﾝが江陵を陥落させ､荊南節度使の張?がこ
   こに死んだ/饒州刺史の陳儒が衢州を陥落させた/上蔡の賊の馮敬章がｷ州を陥落させた
 888年2月29日|ﾌﾗﾝｽ/ｲﾀﾘｱ|  |||ﾊﾟﾘ伯ｳｰﾄﾞが､西ﾌﾗﾝｸ王となる(-898年)
 888年3月14日|中国|  ||唐･光啓4年1月28日:丙寅|銭鏐が潤州を陥落させた
 888年3月14日|中国|  ||唐･光啓4年1月28日:丙寅|薛朗が処刑された
 888年3月17日|中国|  ||唐･文德1年2月|この月､魏博軍で乱があり､その節度使の楽彦禎を殺し､その将の羅弘信
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   が権知留後を自称
 888年4月7日|中国|  ||唐･文德1年2月22日:庚寅|唐･僖宗が文徳(-12月)と改元
 888年4月15日|中国|  ||唐･文德1年3月1日:戊戌|朔､皆既日食があった
 888年4月20日|中国|  ||唐･文德1年3月6日:癸卯|僖宗皇帝は武徳殿で崩じた(27)
 888年4月22日|中国|  ||唐･文德1年3月8日:乙巳|昭宗が皇帝位についた
 888年5月15日|中国|  ||唐･文德1年4月1日:戊辰|孫儒が揚州を陥落させ､淮南節度使を自称し､楊行密が廬州に
   逃れた
 888年5月22日|中国|  ||唐･文德1年4月8日:乙亥|成ｾﾞｲが江陵を陥落させ､留後を自称
 888年5月22日|中国|  ||唐･文德1年4月8日:乙亥|張全義が孟州を陥落させ､李罕之が河東に逃れた
 888年6月7日|中国|  ||唐･文德1年4月24日:辛卯|朱全忠が秦宗権と蔡州で戦い､これを破った
 888年6月18日|中国|  ||唐･文德1年5月6日:壬寅|趙徳ｷﾝが襄州をもって降った
 888年7月13日|中国|  ||唐･文德1年6月|ﾛｳ州防禦使の王建が漢州を陥落させ､刺史の張ｷｮｸを捕らえて､成都を寇
  した
 888年9月26日|日本|  ||仁和4年8月17日|京都の仁和寺が落成
 888年11月8日|中国|  ||唐･文德1年10月|陳敬ｾﾝがそむいた
 888年12月9日|中国|  ||唐･文德1年11月3日:丙申|秦宗権が許州を陥落させ､忠武軍節度使の王ｳﾝを捕らえた
 889年|ｲﾀﾘｱ|  |||ｱﾀﾞﾙﾍﾞﾙﾄ2世(1世の子)､ﾄｽｶｰﾅ侯に
 889年|ｲﾀﾘｱ|  |||ｲﾀﾘｱ王ﾍﾞﾚﾝｶﾞｰﾘｵ1世､ﾊﾟｳﾞｨｰｱの戦いで負ける
 889年|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ|  |||ｸﾒｰﾙ王国のﾔｼｮｳﾞｧﾙﾝ1世が即位し､全国を統一/ﾔｼｮﾀﾞﾗﾌﾞﾗを王都とする
 889年|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾝ2世の息子ﾄﾞﾅﾙﾄﾞ2世ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王即位(-900年)
 889年|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ帝国ｳﾞﾗﾃﾞｨｰﾐﾙ(-893年)
 889年1月3日|中国|  ||唐･文德1年11月28日:辛酉|奉国軍の将の申叢が秦宗権を捕らえた
 889年1月29日|中国|  ||唐･文德1年12月24日:丁亥|山南西道節度使の楊守厚がｷ州を陥落させた
 889年2月|ｲﾀﾘｱ|  |||ｽﾎﾟﾚｰﾄ公ｸﾞｲｰﾄﾞ･ﾃﾞｨ･ｽﾎﾟﾚｰﾄがｲﾀﾘｱ王に
 889年2月4日|韓国/朝鮮|  ||新羅･真聖女王3年|新羅の沙伐州に元宗らの反乱がおこる
 889年2月4日|中国|  ||南詔･嵯耶1年|南詔の隆舜が嵯耶(-897年)と改元
 889年2月4日|中国|  ||唐･龍紀1年1月1日:癸巳|唐･昭宗が龍紀と改元
 889年3月11日|中国|  ||唐･龍紀1年2月6日:戊辰|朱全忠が秦宗権を捕らえて献上
 889年4月8日|中国|  ||唐･龍紀1年3月5日:丙申|銭鏐が蘇州を陥落させ､刺史の徐約を追放
 889年5月30日|日本|  ||寛平1年4月27日|仁和から寛平に改元
 889年6月14日|日本|  ||寛平1年5月13日|桓武天皇の曽孫高望王ら5人に平姓を与える(桓武平氏)
 889年7月2日|中国|  ||唐･龍紀1年6月|楊行密が宣州を陥落させ､宣歙観察使の趙鍠がここに死んだ
 889年7月2日|中国|  ||唐･龍紀1年6月|李克用がｹｲ州を寇した
 889年7月2日|中国|  ||唐･龍紀1年6月|廬州刺史の蔡儔が叛いて孫儒についた
 889年8月30日|中国|  ||唐･龍紀1年8月|孟遷が叛いて李克用についた
 889年10月28日|中国|  ||唐･龍紀1年10月|宣歙観察使の楊行密が常州を陥落させ､刺史の杜陵がここに死んだ/
   銭鏐が潤州を陥落させた
 889年10月28日|中国|  ||唐･龍紀1年10月|平盧軍節度使の王敬武が亡くなると､その子の王師範が留後を自称し
   ､棣州を陥落させ､刺史の張蟾がここに死んだ
 889年12月26日|中国|  ||唐･龍紀1年12月|孫儒が常･潤の二州を陥落させた
 890年|ｲﾝﾄﾞ|  |||西北ｲﾝﾄﾞに､ﾋﾝﾄﾞｩｰ･ｼｬｰﾋｰ朝がおこる
 890年|ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王とﾃﾞｰﾝ人首長が平和条約を締結
 890年1月9日|中国|  ||唐･龍紀1年12月15日:壬申|眉州刺史の山行章が叛いて王建についた
 890年1月25日|中国|  ||唐･大順1年1月1日:戊子|唐･昭宗が大順(-891年12月)と改元
 890年2月8日|中国|  ||唐･大順1年1月15日:壬寅|簡州の将の杜有遷がその刺史の員虔嵩を捕らえ､叛いて王建に
  ついた
 890年2月12日|日本|  ||寛平2年1月19日|遍昭死去､歌人･六歌仙･三十六歌仙の一人(*816年)
 890年2月25日|中国|  ||唐･大順1年2月3日:己未|資州の将の侯元綽がその刺史の楊戡を捕らえ､叛いて王建につ
  いた
 890年5月3日|中国|  ||唐･大順1年4月11日:丙寅|嘉州刺史の朱実が叛いて王建についた
 890年5月13日|中国|  ||唐･大順1年4月21日:丙子|戎州の将の文武堅がその刺史の謝承恩を捕らえて､叛いて王
   建についた
 890年5月20日|日本|  ||寛平2年4月28日|寛平大宝を鋳造
 890年6月8日|中国|  ||唐･大順1年5月17日:壬寅|昭義軍の将の安居受がその節度使の李克恭を殺して､叛いて朱
   全忠についた
 890年6月21日|中国|  ||唐･大順1年6月|この月､河東の将の安知建がｹｲ･ﾗｸ･磁の三州をもって叛いて朱全忠につ
  いた
 890年6月27日|中国|  ||唐･大順1年6月7日:辛酉|雅州の将の謝従本がその刺史の張承簡を殺して､叛いて王建に
  ついた
 890年7月21日|中国|  ||唐･大順1年7月|楊行密が潤州を陥落させた
 890年8月19日|中国|  ||唐･大順1年8月|楊行密が蘇州を陥落させた/淮南節度使の孫儒が潤州を陥落させた
 890年9月18日|中国|  ||唐･大順1年9月|李克用がﾛ州を陥落させた/楊行密が潤･常の二州を陥落させた
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 890年10月18日|中国|  ||唐･大順1年閏9月|孫儒が常州を陥落させた
 890年11月16日|中国|  ||唐･大順1年10月1日:癸未|李克用がｹｲ･ﾗｸ･磁の三州を陥落させた
 890年11月16日|中国|  ||唐･大順1年10月1日:癸未|蜀州刺史の李行周が叛いて王建についた
 890年12月15日|日本|  ||寛平2年10月30日|修理左右坊城使を修理式に合併
 890年12月16日|中国|  ||唐･大順1年11月|この月､張濬が李克用と陰地で戦い､敗れた
 890年12月16日|中国|  ||唐･大順1年11月|孫儒が蘇州を陥落させた
 890年12月28日|日本|  ||寛平2年11月13日|修理職を木工寮に合併
 890年12月30日|中国|  ||唐･大順1年11月15日:丁卯|李匡威が蔚州を陥落させた
 891年|ｲﾀﾘｱ|  |||ｲﾀﾘｱ王ｸﾞｲｰﾄﾞが皇帝に/息子のﾗﾝﾍﾞﾙﾄがｲﾀﾘｱ王に
 891年1月14日|中国|  ||唐･大順1年12月|李克用が晋州を陥落させた
 891年2月11日|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾛｰﾏ教皇が､ｽﾎﾟﾚﾄ公ｸﾞｨｰﾄﾞを皇帝に戴冠
 891年2月12日|韓国/朝鮮|  ||新羅･真聖女王5年|弓裔の指導で新羅北部の農民が蜂起し､江原道一帯を支配下に
  おく
 891年2月21日|中国|  ||唐･大順2年1月9日:庚申|甘露鎮使の陳可言が常州を陷した/銭鏐が蘇州を陥落させた
 891年5月|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｱﾌﾞﾄﾞ･ｱｯﾗｰﾌがｺﾙﾄﾞﾊﾞ南方のﾌﾞﾗｰｲでｳﾏﾙを撃退
 891年5月12日|中国|  ||唐･大順2年4月1日:庚辰|彗星が太微に入った
 891年6月4日|中国|  ||唐･大順2年4月24日:癸卯|王建が成都を寇した
 891年6月10日|中国|  ||唐･大順2年5月|孫儒が和･ｼﾞｮの二州を陥落させた
 891年7月10日|中国|  ||唐･大順2年6月|楊行密が和･ｼﾞｮの二州を陥落させた
 891年8月8日|中国|  ||唐･大順2年7月|李克用が雲州を陥落させ､防禦使の赫連鐸が退渾に逃れた
 891年9月14日|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||111代教皇ｽﾃﾌｧﾇｽ6世死去
 891年9月29日|中国|  ||唐･大順2年8月23日:庚子|王建が成都を陥落させ､剣南西川節度使陳敬ｾﾝを捕らえて､留
   後を自称
 891年10月6日|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||112代教皇ﾌｫﾙﾓｰｿ(-896年4月4日)
 891年11月10日|中国|  ||唐･大順2年10月5日:壬午|朱全忠が宿州を陥落させた
 891年12月17日|中国|  ||唐･大順2年11月13日:己未|曹州の将の郭銖がその刺史の郭詞を殺し､叛いて朱全忠に
  ついた
 891年12月29日|中国|  ||唐･大順2年11月25日:辛未|朱全忠が寿州を陥落させた
 892年|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｳｪｾｯｸｽ王国ｱﾙﾌﾚｯﾄﾞは再度ﾃﾞｰﾝ人が来襲すると4年に渡ってこれと交戦し撃退､ﾃﾞｰﾝﾛｰ地方以
   外の全ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞの王となってｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ統一
 892年|ｲﾗｸ|  |||ｶﾘﾌ･ﾑｰﾀﾐﾄﾞが都をｻｰﾏｯﾗｰよりﾊﾞｸﾞﾀﾞｰﾄﾞに戻す
 892年2月2日|韓国/朝鮮|  ||新羅･真聖女王6年|甄萱は､農民一揆に乗じて挙兵し､武珍州(全羅南道光州)､更に
   完山州(全羅北道全州)を占領､後百済を建てる
 892年2月15日|中国|  ||唐･景福1年1月14日:己未|朱全忠が孟州を陥落させ､河陽節度使の趙克裕を追放
 892年2月22日|中国|  ||唐･景福1年1月21日:丙寅|唐･昭宗が景福(-893年12月)と改元
 892年3月3日|中国|  ||唐･景福1年2月|銭鏐が蘇州を陥落させた
 892年3月11日|中国|  ||唐･景福1年2月9日:甲申|朱全忠がｳﾝ州を寇したので､天平軍節度使の朱宣がこれを破っ
  た
 892年4月1日|中国|  ||唐･景福1年3月1日:乙巳|楊行密が楚州を陥落させ､刺史の劉ｻﾝを捕らえた/また常州を陥
   落させ､刺史の陳可言がここに死んだ
 892年4月12日|中国|  ||唐･景福1年3月12日:丙辰|武定軍節度使の楊守忠と龍剣節度使の楊守貞が楊守厚の兵と
   合流して梓州を寇した
 892年4月26日|中国|  ||唐･景福1年3月26日:庚午|泉州刺史の王潮が福州を寇した
 892年5月30日|日本|  ||寛平4年5月1日|源能有らに｢日本三代実録｣を編修させる
 892年6月8日|日本|  ||寛平4年5月10日|菅原道真らが六国史の記事を事項別に分類した｢類聚国史｣200巻を完成
 892年7月3日|中国|  ||唐･景福1年6月6日:戊寅|楊行密が揚州を陥落させた
 892年8月15日|日本|  ||寛平4年7月19日|造橋所を廃止､穀倉院に合併
 892年8月23日|中国|  ||唐･景福1年7月27日:己巳|鳳翔隴右節度使の李茂貞が鳳州を陥落させ､感義軍節度使の
   満存が興元に逃れ､そのまま興･洋の二州を陥落させた
 892年8月26日|中国|  ||唐･景福1年8月1日:壬申|李茂貞が興元を寇し､楊守亮･満存がﾛｳ州に逃れた
 892年10月25日|中国|  ||唐･景福1年10月|蔡儔が廬州をもって叛いて朱全忠につき､河東の将の李存孝がｹｲ州を
   もって叛いて朱全忠についた
 892年11月23日|中国|  ||唐･景福1年11月1日:辛丑|武寧軍の将の張ｽｲ･張諫が濠･泗の二州をもって叛いて朱全
   忠についた
 892年11月27日|中国|  ||唐･景福1年11月5日:乙巳|朱友裕が濮州を陥落させ､刺史の邵儒を捕らえた/孫儒の将
   の王壇がﾌﾞ州を陥落させ､刺史の蒋?が越州に逃れた
 893年|ｲﾝﾄﾞ|  |||南ｲﾝﾄﾞでﾁｮｰﾗ朝がﾊﾟｯﾗｳﾞｧ朝を破る
 893年|ｲｴﾒﾝ|  |||ｲｴﾒﾝでﾗｯｼｰ･ｲﾏｰﾑ朝がおこる
 893年|ﾛｼｱ|  |||ｷｴﾌ公ｵﾚｰｸﾞ(-924)
 893年|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ帝国ｼﾒｵﾝ1世(-927年)
 893年1月22日|中国|  ||唐･景福2年|黄河が決壊､河口が北に移動
 893年1月28日|ﾌﾗﾝｽ|  |||西ﾌﾗﾝｸで､ｶﾛﾘﾝｸﾞ家のｼｬﾙﾙ3世が即位(ｳｰﾄﾞと共同統治)
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 893年2月20日|中国|  ||唐･景福2年2月|楊行密が常州を陥落させた
 893年3月|ｷﾙｷﾞｽ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||ｻｰﾏｰﾝ朝軍がｼﾙ川を越え､ｶﾙﾙｸ族を攻撃しﾀﾗｽを占領
 893年5月6日|中国|  ||唐･景福2年4月17日:乙酉|彗星が太微に入った
 893年5月9日|中国|  ||唐･景福2年4月20日:戊子|朱全忠が徐州を陥落させ､武寧軍節度使の時溥がここに死んだ
 893年5月21日|中国|  ||唐･景福2年5月2日:庚子|王潮が福州を陥落させ､范暉がここに死に､王潮が留後を自称
 893年5月30日|日本|  ||寛平5年5月11日|新羅の賊徒が肥前松浦郡･肥後飽田郡に来襲
 893年8月16日|中国|  ||唐･景福2年7月|楊行密が廬州を陥落させ､蔡儔がここに死んだ
 893年9月14日|中国|  ||唐･景福2年8月|この月､楊行密が歙州を陥落させた
 893年10月14日|中国|  ||唐･景福2年9月|この月､昇州刺史の馮弘鐸が叛いて楊行密についた
 893年10月30日|中国|  ||唐･景福2年9月17日:壬午|嗣覃王李嗣周が李茂貞と興平で戦い､敗れた
 893年11月1日|中国|  ||唐･景福2年9月19日:甲申|李茂貞が京師を侵した
 893年11月7日|日本|  ||寛平5年9月25日|菅原道真が｢新撰万葉集｣を編纂
 893年11月12日|中国|  ||唐･景福2年10月1日:乙未|楊行密が舒州を陥落させた
 894年|ｲﾀﾘｱ|  |||皇帝ｸﾞｲｰﾄﾞ(ｽﾎﾟﾚｰﾄ公ｸﾞｲｰﾄﾞ3世)死去､息子のｲﾀﾘｱ王ﾗﾝﾍﾞﾙﾄがｽﾎﾟﾚｰﾄ公ﾗﾝﾍﾞﾙﾄ2世に
 894年1月11日|中国|  ||唐･景福2年12月|邵州刺史の鄧処訥が潭州を陥落させ､欽化軍節度使の周岳がここに死
   に､処訥が留後を自称
 894年2月10日|中国|  ||渤海･慶成1年|渤海の大ｲｶｲが慶成(-906年)と改元
 894年2月10日|中国|  ||唐･乾寧1年1月1日:乙丑|唐･昭宗が乾寧(-898年旧8月)と改元
 894年4月30日|中国|  ||唐･乾寧1年3月21日:甲申|李克用がｹｲ州を寇し､李存孝を捕らえてこれを殺した
 894年5月22日|日本|  ||寛平6年4月14日|新羅の海賊が対馬島に来襲｡大宰府はこれを迎え討つ
 894年6月2日|日本|  ||寛平6年4月25日|大江千里が勅を受け古今和歌百二十首撰修
 894年6月7日|中国|  ||唐･乾寧1年5月|この月､孫儒の将の劉建鋒･馬殷が潭州を陥落させ､武安軍節度使の鄧処
   訥がここに死に､劉建鋒が留後を自称/武岡指揮使の蒋勲が邵州を陥落させた
 894年6月21日|中国|  ||唐･乾寧1年5月15日:丙子|王建が彭州を陥落させ､威戎軍節度使の楊晟がここに死んだ
 894年7月7日|中国|  ||唐･乾寧1年6月|大同軍防禦使の赫連鐸が李克用と雲州で戦い､ここに死んだ
 894年8月5日|中国|  ||唐･乾寧1年7月|李茂貞がﾛｳ州を陥落させた
 894年10月3日|中国|  ||唐･乾寧1年9月1日:庚申|李克用がﾛ州を陥落させ､昭義軍節度使の康君立がここに死ん
  だ
 894年10月19日|日本|  ||寛平6年9月17日|対馬守文室善友らが新羅の賊を破る
 894年10月20日|日本|  ||寛平6年9月18日|諸国の検非違使の任期を定める
 894年11月1日|日本|  ||寛平6年9月30日|菅原道真の建言により遣唐使を廃止
 894年11月2日|中国|  ||唐･乾寧1年冬|この冬､楊行密が黄州を陥落させ､刺史の呉討を捕らえた
 894年11月6日|日本|  ||寛平6年10月5日|右検非違使庁を設置
 894年12月1日|中国|  ||唐･乾寧1年11月|李克用が武州を陥落させた
 894年12月31日|中国|  ||唐･乾寧1年12月|李克用が新州を陥落させた
 895年|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｲﾗｸ|  |||ｱｯﾊﾞｰｽ朝がｴｼﾞﾌﾟﾄのﾄｩﾙｰﾝ朝を滅ぼす
 895年1月27日|中国|  ||唐･乾寧1年12月28日:丙辰|李克用が幽州を陥落させた
 895年3月30日|中国|  ||唐･乾寧2年3月|楊行密が濠州を陥落させ､刺史の張ｽｲを捕らえた
 895年4月29日|中国|  ||唐･乾寧2年4月|泰寧軍節度使の朱瑾が朱全忠と高梧で戦って､敗れ､その将の安福慶が
   ここに死んだ
 895年4月29日|中国|  ||唐･乾寧2年4月|楊行密が寿州を陥落させ､刺史の江従勗を捕らえた
 895年5月28日|中国|  ||唐･乾寧2年5月|この月､李克用が絳州を陥落させ､刺史の王瑤がここに死んだ
 895年6月|ｲﾗｸ|  |||ｶﾘﾌ･ﾑｰﾀﾃﾞｨﾄﾞが税制改革を行い穀物の収穫期を考慮して夏至に徴税を行う制度を設ける
 895年6月4日|中国|  ||唐･乾寧2年5月8日:甲子|静難軍節度使の王行瑜･鎮国軍節度使の韓建と李茂貞が京師を
   侵し､太保として致仕した韋昭度と太子少師の李ｹｲを殺した
 895年7月30日|中国|  ||唐･乾寧2年7月5日:庚申|左右神策軍護軍中尉の駱全ｶﾞﾝと劉景宣と指揮使の王行実およ
   び李継鵬がそむいた
 895年8月1日|中国|  ||唐･乾寧2年7月7日:壬戌|李克用が同州を陥落させた
 895年9月9日|中国|  ||唐･乾寧2年8月17日:辛丑|李継鵬が処刑された
 895年10月24日|中国|  ||唐･乾寧2年10月3日:丙戌|李克用が王行瑜と梨園で戦い､これを破った
 895年11月24日|中国|  ||唐･乾寧2年11月5日:丁巳|李克用が王行瑜と龍泉で戦い､これを破った
 895年12月9日|中国|  ||唐･乾寧2年11月20日:壬申|斉州刺史の朱瓊が叛いて朱全忠についた
 895年12月14日|中国|  ||唐･乾寧2年11月25日:丁丑|王建が利州を陥落させ､刺史の李継ｷﾞｮｳがここに死んだ
 895年12月21日|中国|  ||唐･乾寧2年12月2日:甲申|ﾛｳ州防禦使の李継雍･蓬州刺史の費存･渠州刺史の陳ﾊﾝが叛
   いて王建についた
 896年|ｲﾀﾘｱ|  |||ｲﾀﾘｱ王ﾗﾝﾍﾞﾙﾄ(ｽﾎﾟﾚｰﾄ公ﾗﾝﾍﾞﾙﾄ2世)皇帝に
 896年|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||ﾊﾝｶﾞﾘｰ王ｱｰﾙﾊﾟｰﾄﾞ(-907年)
 896年|ｴﾁｵﾋﾟｱ/ｿﾏﾘｱ|  |||ﾓｶﾞﾃﾞｨｼｭなど､東ｱﾌﾘｶ沿岸に交易拠点があいつぎ出現
 896年1月2日|中国|  ||唐･乾寧2年12月14日:丙申|王建が梓州を寇した
 896年1月4日|中国|  ||唐･乾寧2年12月16日:戊戌|通州刺史の李彦昭が叛いて王建についた
 896年1月10日|日本|  ||寛平7年12月22日|検非違使の職掌･誣告人半坐の制を制定
 896年1月19日|中国|  ||唐･乾寧3年1月1日:癸丑|王建が龍州を陥落させ､刺史の田昉がここに死んだ
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 896年2月|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||東ﾌﾗﾝｸ､ｱﾙﾇﾙﾌ･ﾌｫﾝ･ｹﾙﾝﾃﾝ皇帝戴冠
 896年2月22日|中国|  ||唐･乾寧3年閏1月5日:丁亥|果州刺史の周雄が叛いて王建についた
 896年4月4日|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||112代教皇ﾌｫﾙﾓｰｿ死去
 896年4月11日|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||112代教皇ﾎﾞﾆﾌｧﾁｵ六世(-896年4月26日)
 896年4月19日|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||112代教皇ﾎﾞﾆﾌｧﾁｵ六世死去
 896年5月|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||113代教皇ｽﾃﾌｧﾉ六世(七世)(-897年7月か8月)
 896年5月17日|中国|  ||唐･乾寧3年4月1日:壬子|武安軍が乱を起こし､その節度使の劉建鋒を殺し､その将の馬
   殷が留後を自称
 896年5月18日|日本|  ||寛平8年4月2日|五位以上の私営田禁止｡百姓による荒田開墾規制を緩和
 896年6月15日|中国|  ||唐･乾寧3年5月|この月､ｷ州刺史の馮行章が叛いて楊行密についた
 896年6月17日|中国|  ||唐･乾寧3年5月3日:癸未|楊行密が蘇州を陥落させ､刺史の成及を捕らえた/光州を陥落
   させ､刺史の劉存がここに死んだ
 896年6月24日|中国|  ||唐･乾寧3年5月10日:庚寅|成ｾﾞｲが黔州を陥落させ､武泰軍節度使の王建肇が成都に逃れ
  た
 896年7月14日|中国|  ||唐･乾寧3年6月1日:庚戌|李茂貞が京師を侵し､嗣延王李戒丕がこれをふせいだ
 896年7月30日|中国|  ||唐･乾寧3年6月17日:丙寅|李茂貞と婁館で戦い､敗れた
 896年11月9日|中国|  ||唐･乾寧3年10月|李克用が羅弘信と白龍潭で戦い､これを破った
 897年|ｲﾀﾘｱ|  |||ｱﾙﾍﾞﾘｺがｽﾎﾟﾚｰﾄ公に
 897年|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||ｱｰﾙﾊﾞｰﾄﾞ率いるﾏｼﾞｬｰﾙ人がﾊﾝｶﾞﾘｰ平原へ移動
 897年2月6日|韓国/朝鮮|  ||新羅･真聖女王11年|新羅の真聖女王は太子に譲位,第52代孝恭王が王位についた
 897年2月6日|中国|  ||南詔･嵯耶9年|南詔13代･舜化貞が即位(-902)
 897年2月14日|中国|  ||唐･乾寧4年1月9日:乙酉|韓建が兵をもって行宮を囲み､扈蹕都将の李ｲﾝを殺した
 897年2月25日|中国|  ||唐･乾寧4年1月20日:丙申|朱全忠がｳﾝ州を陥落させ､天平軍節度使の朱宣がここに死ん
  だ
 897年3月7日|中国|  ||唐･乾寧4年2月|朱全忠がｴﾝ州を寇し､泰寧軍節度使の朱瑾が淮南に逃れ､その子の朱用貞
   がｴﾝ州をもって叛いて朱全忠についた/朱全忠は沂･海･密の三州を陥落させた
 897年3月7日|中国|  ||唐･乾寧4年2月|保義軍節度使の王ｺｳが河中を寇した
 897年4月1日|中国|  ||唐･乾寧4年2月26日:辛未|王建が渝州を陥落させた
 897年6月11日|中国|  ||唐･乾寧4年5月8日:壬午|朱全忠が黄州を陥落させ､刺史の矍璋がここに死んだ
 897年7月|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||114代教皇ﾛﾏｰﾉ(-897年11月)
 897年7月4日|中国|  ||唐･乾寧4年6月|李嗣周は李茂貞と奉天で戦い､敗れた
 897年8月4日|日本|  ||寛平9年7月3日|第59代宇多天皇が退位/皇太子敦仁親王が践祚/7月13日60代醍醐天皇と
   して即位
 897年9月30日|中国|  ||唐･乾寧4年9月|銭鏐が湖州を陥落させ､忠国軍節度使の李継徽が淮南に逃れた
 897年11月|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||114代教皇ﾛﾏｰﾉ死去
 897年11月8日|中国|  ||唐･乾寧4年10月10日:壬子|遂州刺史侯紹が叛いて王建についた
 897年11月11日|中国|  ||唐･乾寧4年10月13日:乙卯|合州刺史の王仁威が叛いて王建についた
 897年11月16日|中国|  ||唐･乾寧4年10月18日:庚申|王建が梓州を陥落させ､剣南東川節度使の顧彦暉がここに
   死んだ
 897年11月29日|中国|  ||唐･乾寧4年11月2日:癸酉|楊行密が朱全忠と清口で戦い､これを破った
 897年12月|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||115代教皇ﾃｵﾄﾞﾛﾆ世(-897年12月か898年1月)
 897年12月2日|中国|  ||唐･乾寧4年11月5日:丙子|銭鏐が台州を陥落させた
 897年12月28日|韓国/朝鮮|  ||新羅･孝恭王1年12月|新羅･真聖女王が金城(慶州)の北宮で死去
 898年|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾏｼﾞｬｰﾙ人がｲﾀﾘｱへ侵入を開始
 898年1月|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||116代教皇ﾖﾊﾈ九世(-900年1月-5月)
 898年1月1日|ﾌﾗﾝｽ|  |||ｳｰﾄﾞが死去/西ﾌﾗﾝｸ王国を分治していたｶﾛﾘﾝｸﾞ家のｼｬﾙﾙ3世(単純王)(19)が西ﾌﾗﾝｸを単
  独統治
 898年1月19日|日本|  ||寛平9年12月23日|初めて弘仁以後7代源氏年爵の次第を制定
 898年1月26日|中国|  ||南詔･中興1年|南詔13代･舜化貞が中興と改元(-902)
 898年3月26日|中国|  ||唐･乾寧5年3月|幽州盧龍軍節度使の劉仁恭の子の劉守文が滄州を陥落させ､義昌軍節度
   使の盧彦威がﾍﾞﾝ州に逃れた
 898年5月20日|日本|  ||昌泰1年4月26日|寛平から昌泰に改元
 898年5月24日|中国|  ||唐･乾寧5年5月|この月､馬殷が邵･衡･永の三州を陥落させ､刺史の蒋勲･楊師遠･唐旻が
   ここに死んだ
 898年5月26日|中国|  ||唐･乾寧5年5月3日:辛未|朱全忠がﾗｸ州を陥落させ､刺史のｹｲ善益がここに死んだ/またｹ
   ｲ州を陥落させた
 898年6月6日|中国|  ||唐･乾寧5年5月14日:壬午|朱全忠が磁州を陥落させ､刺史の袁奉韜がここに死んだ
 898年8月19日|中国|  ||唐･乾寧5年7月28日:丙申|朱全忠が唐州を陥落させ､また隋州を陥落させ､刺史の趙匡ﾘﾝ
   を捕らえた
 898年9月10日|中国|  ||唐･光化1年8月21日:戊午|朱全忠が鄧州を陥落させ､刺史の国湘を捕らえた
 898年9月16日|中国|  ||唐･光化1年8月27日:甲子|唐･昭宗が光化(-901年3月)と改元
 898年10月6日|中国|  ||唐･光化1年9月17日:甲申|銭鏐が蘇州を陥落させた



 0900迄(1296件)

 898年10月15日|ｲﾀﾘｱ|  |||ｽﾎﾟﾚｰﾄ公ﾗﾝﾍﾞﾙﾄ2世死去
 898年10月21日|中国|  ||唐･光化1年10月3日:己亥|朱全忠が安州を陥落させ､刺史の武瑜がここに死んだ
 898年12月17日|中国|  ||唐･光化1年11月|衢州刺史の陳岌が叛いて楊行密についた
 899年|ﾄﾞｲﾂ|  |||東ﾌﾗﾝｸ王ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ4世(幼童王)即位(-911年)
 899年|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｱﾙﾌﾚｯﾄﾞの息子ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ長兄王がｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王即位(-924年)
 899年|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｱﾙﾌﾚｯﾄﾞ大王がｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞを統一/871年～
 899年|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｳｪｰﾙｽﾞ地方のﾌﾞﾘﾄﾝ人がｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王の宗主権を認める
 899年|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||ｻﾝｼﾞｬﾔ朝ﾊﾞﾘﾄｩﾝ王(～910)即位
 899年|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||聖ﾔｺﾌﾞの遺体が発見され､ｻﾝﾃｨｱｺﾞ･ｺﾝﾎﾞｽﾃﾗが建設
 899年2月2日|中国|  ||唐･光化1年12月18日:癸未|李罕之がﾛ州を陥落させ､節度留後を自称/李克用が沢州を陥
   落させた
 899年2月14日|中国|  ||唐･光化2年1月|この月､李罕之が沁州を陥落させた/劉仁恭が貝州を陥落させた
 899年3月15日|中国|  ||唐･光化2年2月1日:甲子|朱全忠が蔡州を陥落させ､奉国軍節度使の崔洪が淮南に逃れた
 899年5月7日|中国|  ||唐･光化2年3月24日:丁巳|朱全忠が沢州を陥落させた
 899年6月|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||ｱﾊｻｰ地方でｶﾙﾏﾄ派が独立国家を樹立
 899年7月26日|中国|  ||唐･光化2年6月15日:丁丑|保義軍が乱を起こし､その節度使の王ｷｮｳを殺して､その将の
   李ﾊﾝが叛いて朱全忠についた
 899年8月10日|中国|  ||唐･光化2年7月1日:壬辰|海州の戍将の陳漢賓がその州をもって叛いて楊行密についた
 899年8月10日|中国|  ||唐･光化2年7月1日:壬辰|馬殷が道州を陥落させ､刺史の蔡結がここに死んだ
 899年9月9日|中国|  ||唐･光化2年8月|李克用が沢･ﾛ･懐の三州を陥落させた
 899年10月26日|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王ｱﾙﾌﾚｯﾄﾞ大王/死去
 899年10月27日|日本|  ||昌泰2年9月19日|相模国足柄峠･上野国碓氷峠に関所を設ける
 899年12月7日|中国|  ||唐･光化2年11月|馬殷がﾁﾝ･連の二州を陥落させ､刺史の陳彦謙･魯景仁がここに死んだ
 899年12月17日|中国|  ||唐･光化2年11月11日:辛丑|保義軍の将の朱簡がその節度使の李ﾊﾝを殺して､叛いて朱
   全忠についた
 900年|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｱﾝﾀﾞﾙｽでｱﾗﾌﾞ領主ﾊｯｼﾞｬｰｼﾞｭと西ｳﾏｲｱ朝が対立
 900年|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｴｲの息子ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾝ3世ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王に即位(-942年)
 900年|ﾅｲｼﾞｪﾘｱ|  |||ﾆｼﾞｪｰﾙ川流域でﾊｳｻﾗﾝﾄﾞ小国家が誕生
 900年|ﾉﾙｳｪｰ|  |||ﾊｰﾗﾙ美髪王がﾉﾙｳｪｰ大王国を建設
 900年|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈｳﾞｪﾝﾄ侯国､ｶﾌﾟｱ伯領を合わせｶﾌﾟｱ=ﾍﾞﾈｳﾞｪﾝﾄ侯国に
 900年|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾙﾄﾞｳﾞｨｰｺ3世がｲﾀﾘｱ王に
 900年|ｱﾒﾘｶ|  |||このころ､北米でﾄｳﾓﾛｺｼを主としたﾐｼｼｯﾋﾟ文化が誕生
 900年1月|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||(-5月)117代教皇ﾍﾞﾈﾃﾞｨｸﾄ四世(-903年7月)
 900年2月4日|中国|  ||唐･光化3年|中国･唐代昭宗が宦官に幽閉され､皇太子の李裕が宦官によって帝位に擁立
  される
 900年2月4日|韓国/朝鮮|  ||後百済･正開1年|甄萱は王となり､国号を百済と定め正開と改元
 900年2月4日|日本|  ||昌泰3年|魂生大明神創建(大鷲神社･千葉県安食)<男性器を祀る>
 900年5月|ｲﾗﾝ|  |||ｻｰﾏｰﾝ朝のｲｽﾏｰｲｰﾙ･ﾌﾞﾝ･ｱﾌﾏﾄﾞが､ｻｯﾌｧｰﾙ朝のｱﾑﾙ･ﾌﾞﾝ･ｱｯﾗｲｽを破り､ﾊﾞﾙﾌで捕虜とする､ﾎﾗｻｰﾝ
   を併合
 900年9月21日|中国|  ||唐･光化3年8月25日:庚辰|李克用がﾗｸ州を陥落させ､刺史の朱紹宗を捕らえた
 900年9月27日|中国|  ||唐･光化3年9月|朱全忠がﾗｸ州を陥落させた/銭鏐がﾌﾞ州を陥落させ､刺史の王壇が宣州
   に逃れた
 900年9月27日|中国|  ||唐･光化3年9月|衢州刺史の陳岌が叛いて銭鏐についた
 900年10月25日|中国|  ||唐･光化3年9月29日:甲寅|朱全忠が瀛州を陥落させた
 900年10月27日|中国|  ||唐･光化3年10月2日:丙辰|朱全忠が景州を陥落させ､刺史の劉仁霸を捕らえた
 900年11月1日|中国|  ||唐･光化3年10月7日:辛酉|朱全忠が莫州を陥落させた
 900年11月21日|中国|  ||唐･光化3年10月27日:辛巳|朱全忠が祁州を陥落させ､刺史の楊約がここに死んだ
 900年11月24日|中国|  ||唐･光化3年10月30日:甲申|定州を陥落させ､義武軍節度使の王ｺｳが太原に逃れた
 900年11月29日|中国|  ||唐･光化3年11月5日:己丑|左右神策軍中尉の劉季述と王仲先と内枢密使の王彦範およ
   び薛斉ｱｸが乱を起こす
 900年12月1日|中国|  ||唐･光化3年11月7日:辛卯|劉季述は皇太子の李裕を皇帝とした


